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《主な内容》
◎平成21年度施政方針と予算
◎町職員の人事異動
◎高畠町情報化基本計画を策定して
　います
◎文芸年間賞の発表

　４月４日・５日、高畠保育園，昭和保育園，むくどり幼稚園
が統合して出来た「たかはたこども園」の入園式が行われ、園
児344人が参加しました。
　式で園児たちは、高橋真智子園長と「おはようございます。
と元気であいさつすること」「ごはんをモリモリ食べること」
の２つを約束していました。

人
　
口

計 25,958人
男 12,550人
女 13,408人

世帯数 7,480世帯

（４月１日現在）

　４月４日・５日、高畠保育園，昭和保育園，むくどり幼稚園

４
平成21年
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～第５次高畠町総合計画　いのち輝く未来宣言～　最初の年

平成21年度　施政方針

平成21年度の施政方針

今年度の町政運営の基本方針
１、はじめに　

平成21年度の施政方針

人
が
輝
き

　
誇
れ
る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

　
　
　
　
　

町
民
と
行
政
が
協
働
し
な
が
ら
、
活
力
の
あ
る
ま
ほ
ろ
ば
の
里
づ
く
り

⑴ 

元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

今年度の町政運営の基本方針

２
、
主
要
政
策
と
施
策

　３月３日から23日まで開催された３月定例町議会
で、寒河江町長は「平成21年度施政方針」を説明い
たしました。これらの施政方針を掲載します。

　３月３日から23日まで開催された３月定例町議会
で、寒河江町長は「平成21年度施政方針」を説明い
たしました。これらの施政方針を掲載します。

②
健
康
増
進
・
予
防
事
業
の
充
実
に

　

よ
る
保
険
給
付
費
の
適
正
化

　

病
院
経
営
の
健
全
化
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
経
営
基
盤
の
確
立
が
最
大
の
課
題
で
あ

り
、
一
層
の
経
費
削
減
と
医
業
収
益
の
増
収

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平

　

健
康
で
元
気
な
住
み
よ
い
町
を
実
現
す
る

に
は
、
町
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
と
疾
病
の

予
防
対
策
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
疾
病
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

人
類
に
課
せ
ら
れ
た
共
通
の
、
そ
し
て
喫

町
民
の
健
康
づ
く
り
支
援
を
推
進
す
る
「
高

畠
町
健
康
増
進
計
画　

げ
ん
き
高
畠
21
」
に

基
づ
き
、
健
康
増
進
事
業
や
が
ん
検
診
な
ど

の
各
種
健
診
、
疾
病
予
防
対
策
事
業
等
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
目
と
な
り
ま
す
「
特
定
健
康

診
査
・
特
定
保
健
指
導
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
健
康
相
談
や
事
後
指
導
に
重
点
的
に
取

り
組
み
、
年
々
増
大
す
る
医
療
費
の
抑
制
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
介
護
予
防

と
地
域
包
括
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
充
実
を

図
り
、
今
後
の
超
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　当町を取り巻く現状は依然として厳しい状況が続いております。世界
同時不況の影響で日本経済のけん引役だった自動車や電機などの輸出産
業は生産を大きく縮小せざるを得ず、雇用調整や内定取り消しなども散
見され、戦後最悪の景気後退と予想する声も出ております。このような
経済状況により、地域経済の減退や所得の低迷、都市と地方の所得や雇
用の格差が懸念され、町民の生活や社会保障の先行きに対する不安が増
しております。　
　このような中、平成21年度は、高畠町にとって新たなまちづくりの
指針となる「第５次高畠町総合計画－いのち輝く　未来宣言」の初年度
となります。今後10年間のまちづくりの船出であり、将来への一歩を
踏み出す、たいへん重要な年と言えます。
　いのち輝く未来を構築するためには、一人ひとりの命を大切にするの
はもちろんのこと、生きていくためのたくましい知恵や助け合う心、先
進性や自立した社会、そして豊かな生活を築くことが必要であります。
　「自分の町に誇りを持ち、新たなことへ挑戦する意欲を忘れず、主体
的に行動するとともに互いを思いやる」このような新総合計画の理念の
下、平成 21 年度は、町の将来を担う子どもたちへの教育環境整備や地
域医療の充実などに重点事業を展開し、輝かしい未来への礎を築いてま
いります。　
　高畠町には、誇れる自然や歴史、伝統があり、食品や機械などの産業
が発展し、また、町民主役の活動が全国から注目され、高い評価を受け
ております。　
　昨年、町民が継続して取り組んできた実践の中から、二井宿小学校の
食農教育が「東北農政局長賞」に浴し、また、当町の有機農業を題材に
製作された、長編ドキュメンタリー映画「いのち耕す人々」が第４回文
化庁記録映画優秀賞、キネマ旬報文化映画ベストテン第４位に輝き、「全
国　米・食味分析鑑定コンクール」では６度目の最高賞を獲得しました。
また、先進的な環境への取り組みを続ける活動に対し、環境首都コンテ
スト全国ネットワークから住民参画部門で第２位の栄誉を受けました。
　私は、すばらしい活動を続ける町民と行政とが力を合わせれば、町の
発展はもちろんのこと、今後も自立可能な自治体であり続けることは疑
いもないことだと考えております。
 厳しい財政事情やさまざまな課題と向き合いながら、町民と行政の知
恵と行動力で時代の変化に対応するとともに「いのち輝く」町を目指し、
全力で町政運営に取り組んでまいりたいと考えております。

　

平
成
21
年
度
に
取
り
組
む
主
要
政
策
と
施

策
お
よ
び
主
な
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

取
り
組
む
政
策
や
施
策
、
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
集
落
座
談
会
や
第
５
次
高
畠
町
総

合
計
画
の
策
定
時
に
お
い
て
、
各
種
団
体
代

表
や
町
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見

等
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
置
賜
広
域

行
政
事
務
組
合
を
事
業
主
体
と
し
た
広
域
交

流
拠
点
施
設
（
余
熱
利
用
施
設
）
が
町
内
に

建
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
置
賜
全
域
に
住
む

住
民
の
健
康
増
進
の
た
め
の
交
流
施
設
、
さ

ら
に
県
内
外
の
交
流
拠
点
と
な
る
よ
う
有
効

な
活
用
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
山
形

清
掃
工
場
の
建
設
問
題
に
関
し
ま
し
て
は
、

町
民
の
皆
様
と
と
も
に
予
定
地
の
再
考
を
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
地
域

　

医
療
体
制
の
確
保
と
公
立
高

　

畠
病
院
の
健
全
経
営

③
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
「
環
境

　

の
ま
ち
づ
く
り
」

成
21
年
度
は
公
立
高
畠
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の

実
施
初
年
度
で
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
具
体
的
な
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
、
数
値

目
標
を
達
成
す
べ
く
事
業
の
評
価
を
行
い
、

達
成
状
況
に
つ
き
ま
し
て
も
町
民
の
皆
様
に

公
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

医
療
環
境
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

民
の
皆
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
す
べ
く
、
人

工
透
析
ベ
ッ
ド
を
４
床
増
床
す
る
と
と
も

に
、
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
を
導

入
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
※
（
Ｐ
９
）
の
中
核
的
施
設
と
し

て
町
内
診
療
所
や
福
祉
・
介
護
施
設
と
の
連

携
と
健
診
体
制
の
強
化
を
図
る
な
ど
、
地
域

に
密
着
し
た
保
健
医
療
の
提
供
体
制
を
整
備

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
よ
り
、
病
院
の
経
営
形
態
を

地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
適
用
団
体
か
ら
全

部
適
用
団
体
に
移
行
い
た
し
ま
す
。
地
方
公

営
企
業
法
の
全
部
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
事
業
管
理
者
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
、
経
営
責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
、
意

思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
り
、
企
業
感
覚

に
よ
る
経
営
を
確
実
に
実
行
し
、
町
民
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。　

▲公立高畠病院マルチスライスＣＴスキャン

寒河江　信 町長
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平成21年度　施政方針

　

本
町
で
も
高
齢
化
率
は
26
％
を
超
え
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
、
高
齢
者
の
み
の

世
帯
、
虚
弱
高
齢
者
や
認
知
症
高
齢
者
も
増

加
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
介
護
や
生

活
、
医
療
な
ど
様
々
な
支
援
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
等
も
年
々
増
え
続
け
、
老
後
と
介
護

の
問
題
は
、
わ
が
町
に
と
っ
て
も
大
き
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

学
習
内
容
に
お
け
る
基
礎
・
基
本
の
習
得
と

社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
教
育
の
推
進
、

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
安
心
し
て
学
べ
る

教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
﹃
新
学
習
指

導
要
領
﹄
で
は
、
理
数
教
育
や
伝
統
、
文
化

に
関
す
る
教
育
の
充
実
、
小
学
校
高
学
年
へ

の
外
国
語
活
動
の
導
入
な
ど
が
加
わ
り
「
知

識
基
盤
社
会
」
の
時
代
に
あ
っ
て
「
生
き

る
力
」
を
育
む
理
念
は
益
々
重
要
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
各
学
校
に
お
い
て
新
学
習
指

導
要
領
の
下
で
望
ま
し
い
学
習
が
で
き
る
よ

う
、
円
滑
な
移
行
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
食
育
・
食
農
教
育
の
積
極
的
な
推

進
を
は
じ
め
と
し
た
体
験
学
習
の
充
実
や
地 ▲防災訓練（ＡＥＤ講習）

４

　

町
道
整
備
な
ど
の
投
資
的
事
業
に
関
し
ま

し
て
は
、
糠
野
目
大
通
り
線
の
再
開
を
は
じ

め
、
継
続
路
線
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
整
備
路
線
の
拡
大
に
向
け
て
努
力

⑥
生
活
基
盤
の
充
実

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
間
交
流
を
促
進
す
る
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
骨
格
と
な
る
道
路
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
東
北
中
央
自
動
車
道
・
新
潟

山
形
南
部
連
絡
道
を
は
じ
め
、
国
道
・
県
道

並
び
に
交
通
安
全
施
設
の
整
備
促
進
を
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
重
要
性
を
訴
え
な
が

ら
強
力
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
生
活
排
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
合
併
処
理

浄
化
槽
で
の
整
備
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
も
、
公
共
に
利
用
さ
れ
る
全
て

の
水
域
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
改
善
を
目

標
に
、
普
及
率
の
向
上
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
い

て
老
朽
管
更
新
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も

⑦
地
域
福
祉
を
推
進
し
、
保
健
、
医

　

療
、
福
祉
が
一
体
と
な
っ
た
地
域

　

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立

⑵ 

未
来
を
担
う
人
づ
く
り
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

①
豊
か
な
こ
こ
ろ
の
育
成
と
学

　

力
の
向
上

②
学
校
規
模
の
適
正
化
検
討
と

　

学
校
耐
震
化
整
備
に
よ
る
教

　

育
環
境
の
充
実

　

時
沢
小
学
校
並
び
に
和
田
小
学
校
上
和
田

分
校
の
統
廃
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
畠
町

学
校
経
営
計
画
策
定
検
討
委
員
会
か
ら
「
小

学
校
は
各
地
区
に
一
校
」
と
の
報
告
を
受
け
、

保
護
者
や
学
区
内
の
住
民
の
理
解
を
得
る
べ

く
説
明
会
や
懇
談
会
等
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
両
校
と
も
平
成
22
年
３

月
を
も
っ
て
閉
校
と
し
、
同
年
４
月
よ
り
時

沢
小
学
校
は
屋
代
小
学
校
へ
、
上
和
田
分
校

方
々
と
の
協
働
で
取
り
組
む
と
と
も
に
支
援

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
の
支
え
合
い

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
、
地
域
や
各
団
体
で
の
人
材
育
成
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

人
材
養
成
基
金
を
活
用
し
て
青
年
層
を
対
象

と
し
た
人
材
養
成
事
業
を
行
い
、
異
業
種
間

の
交
流
と
若
い
世
代
の
地
域
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
向
け
、
生

涯
学
習
の
観
点
に
立
ち
な
が
ら
関
係
機
関
と

連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑤
災
害
や
事
故
の
な
い
安
全
・
安
心

　
な
ま
ち
を
実
現
し
、
地
域
で
支
え

あ
う
ま
ち
づ
く
り

　

町
内
49
の
自
主
防
災
組
織
等
が
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
こ
と
を
目

的
に
、
安
全
安
心
を
め
ざ
し
活
動
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
災
害
時
の
対
応
を
迅
速
に
行

い
、
地
域
住
民
の
さ
ら
な
る
防
災
意
識
の
向

上
を
図
る
た
め
、
こ
の
組
織
が
全
集
落
に
設

立
な
る
よ
う
働
き
か
け
を
い
た
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
と
の
連
携

強
化
を
図
り
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
町
で
は
災
害
に
備

え
て
食
料
や
水
、
毛
布
や
簡
易
ト
イ
レ
な
ど

を
備
蓄
し
て
お
り
ま
す
が
、
自
治
体
間
の
災

害
協
定
に
留
ま
ら
ず
、
民
間
や
団
体
と
の
協

定
を
さ
ら
に
結
ぶ
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
等
で
の
事
故
に
対
応
す
る
た
め
の

医
療
機
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ

－

自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
、
小
中
学
校
、
体
育
館
、
野
球
場
、

公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
26
カ
所
に
設
置

し
、
緊
急
事
態
に
備
え
ま
す
。

　

次
に
、
幼
児
・
児
童
・
生
徒
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
た
め
の
交
通
安
全
教
育
に
関
し
ま

し
て
は
、
各
幼
児
施
設
の
「
か
も
し
か
ク
ラ

ブ
」
を
通
じ
て
５
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の

毎
月
１
回
、
小
中
学
生
に
対
し
て
は
自
転
車

の
正
し
い
乗
り
方
等
に
つ
い
て
、
町
交
通
安

全
専
門
指
導
員
に
よ
る
交
通
安
全
教
育
を
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
町
民
だ
れ
も
が
、

年
を
重
ね
て
も
、
障
が
い
を
持
っ
て
も
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
継
続
し

て
い
く
た
め
の
「
受
け
手
」
で
あ
る
と
同
時

に
、
地
域
福
祉
の
「
担
い
手
」
と
し
て
、
積

極
的
な
住
民
参
加
が
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
地
域
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
等
の
サ

ー
ビ
ス
と
シ
ス
テ
ム
、
地
域
住
民
と
公
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
ぎ
あ
い
、
住
民
を
包

括
的
に
支
え
る
体
制
、
い
わ
ゆ
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
に
お
け
る
共
助
や
世
代
間
交
流
を
豊

か
な
も
の
と
し
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
「
人

の
つ
な
が
り
」
を
重
視
し
、
施
設
な
ど
の
ハ

ー
ド
と
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
ソ
フ
ト
を
、
連
携

し
機
能
さ
せ
る
支
え
あ
い
の
地
域
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
介
護
予
防
事

業
や
認
知
症
高
齢
者
施
策
、
障
が
い
者
福
祉

施
策
を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者

等
が
長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て
き
た
豊
か
な

経
験
や
意
欲
、
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
た

社
会
参
加
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

▲時沢小学校

　

地
域
の
元
気
は
町
の
活
性
化
の
源
で
あ
り

ま
す
。
第
５
次
高
畠
町
総
合
計
画
に
、
各
地

区
の
特
色
あ
る
「
地
区
づ
く
り
計
画
」
を
反

映
し
て
お
り
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
地
域
の

④
町
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る

　

特
色
と
元
気
の
あ
る
地
区
づ
く
り

緊
の
課
題
で
あ
る
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
つ

き
ま
し
て
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
抑
制
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
考
え
で
あ
り
ま

す
。
昨
年
度
よ
り
「
地
球
温
暖
化
防
止
地
域

推
進
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
が
、
基
礎
調
査
に
引
き
続
き
、
削
減
目
標

の
設
定
や
施
策
の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
温
暖
化
対
策
を
進
め
る
う
え
で
地

球
環
境
を
大
切
に
す
る
意
識
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
転
換
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

意
識
啓
発
の
た
め
に
始
め
た
環
境
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
環
境
学
習
は
、
内
容
と
派
遣
回

数
の
多
さ
か
ら
全
国
の
先
進
事
例
と
し
て
紹

介
さ
れ
、
他
自
治
体
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

た
か
は
た
か
ん
き
ょ
う
塾
や
出
前
講
座
な
ど

を
通
し
て
「
環
境
意
識
の
高
い
町
民
」
を
確

実
に
増
や
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
「
生
ゴ
ミ
の
回
収
、
堆
肥
化
」
の

推
進
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
般
家
庭
、

事
業
所
、
商
店
な
ど
の
協
力
に
よ
り
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
年
間
１
７
０

㌧
の
回
収
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
廃
棄
物

の
削
減
は
も
と
よ
り
、
さ
ら
に
対
象
エ
リ
ア

を
拡
大
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

▲健康体操（ボール運動）

は
本
校
で
あ
る
和
田
小
学
校
へ
統
合
す
る
こ

と
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
21

年
度
は
、
閉
校
と
な
る
両
校
の
児
童
が
不
安

に
陥
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
新
し
い
学
校
へ

の
通
学
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
授

業
や
行
事
等
に
お
け
る
交
流
を
積
極
的
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
将
来
に
わ
た

る
少
子
化
の
傾
向
や
第
一
中
学
校
並
び
に
第

三
中
学
校
校
舎
が
、
建
設
さ
れ
て
50
年
が
経

過
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
中
学
校
の
再

編
統
合
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
町
民

の
方
々
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
具
体
的
な

再
編
統
合
案
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と ▲糠野目大通り線（カッパまつり）

域
に
お
け
る
有
為
な
教
育
素
材
、
人
材
を
活

用
し
た
「
地
域
に
開
か
れ
た
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
」
を
進
め
な
が
ら
、
個
性
や
感
性
を

育
み
豊
か
な
心
を
育
て
る
特
色
あ
る
教
育
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

に
、
未
普
及
地
域
に
お
け
る
整
備
計
画
の
調

査
を
実
施
す
る
な
ど
、
普
及
率
の
向
上
と
安

全
な
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
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た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
町
産
品
の
地
域
性
や
品
質
の
高
さ

な
ど
の
優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
今
年

度
の
検
証
を
行
い
、
農
産
物
等
へ
の
対
象
品

目
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
流
通
経
路
を
拡
大

し
、
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
多
く

の
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
る
よ
う
関
係
機
関

と
連
携
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
人
事
交
流
を
行
っ
て
い
る
横
浜
市

に
お
い
て
、
横
浜
開
港
１
５
０
周
年
記
念
テ

ー
マ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

横
浜
市
で
の
販
売
促
進
活
動
も
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
地
域
産
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、
従
来
の
農
林
業
の
仕
組
み

（
第
１
次
産
業
）
に
、
商
工
業
や
サ
ー
ビ
ス

業
、
建
設
業
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
（
第
２
次

産
業
、
第
３
次
産
業
）
を
か
け
合
わ
せ
た
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
出
で
き
る
よ

う
農
商
工
が
連
携
（
第
６
次
産
業
）
し
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
観
光
産
業
の
推
進
と
交
流
人
口

の
拡
大

②
た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド
と
農
商
工

連
携
の
推
進

④
企
業
誘
致
の
実
現
を
期
す
と　

と
も
に
雇
用
の
確
保
と
地
域　

経
済
の
発
展

　

景
気
後
退
に
よ
り
企
業
誘
致
は
益
々
困
難

な
環
境
で
は
あ
る
も
の
の
、
国
・
県
（
山
形

県
東
京
事
務
所
）
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
の
連
携
お
よ
び
地
元
企
業
か
ら
の
情
報

収
集
を
行
い
、
誘
致
活
動
を
実
施
い
た
し
ま

す
。　

町
内
の
既
存
企
業
に
対
し
て
は
、
相

談
体
制
の
強
化
と
し
て
各
種
照
会
・
相
談
に

迅
速
か
つ
一
元
的
総
合
的
に
対
応
す
る
た
め

の
窓
口
を
設
置
し
、
地
元
企
業
へ
の
き
め
細

か
い
支
援
を
い
た
し
ま
す
。

　

商
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
々
の

商
店
の
経
営
や
サ
ー
ビ
ス
、
い
か
に
商
店
街

の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
か
と
い
う
課
題
が
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
歴
史
と
文

化
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
、
新
し

⑶ 

活
力
あ
る
地
域
経
済
の
実
現
に
向
け
て

①
食
と
農
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

や
か
な
心
と
身
体
の
成
長
・
発
達
を
支
援
す

る
施
設
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
の
活
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
利
用
者
数
も
順
調
に
増
加
し
て
お

り
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
子

育
て
不
安
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
相
談
・
指

導
・
助
言
を
行
う
ほ
か
、
保
護
者
間
の
交
流

の
促
進
や
子
育
て
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
に
関
し
て
は
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
３
人
目
以

降
の
保
育
料
の
無
料
化
と
多
様
化
し
て
い
る

保
護
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
延
長
保
育
や

一
時
保
育
、
休
日
保
育
な
ど
を
引
き
続
き
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
妊
娠
中

の
健
診
費
用
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
安
心
し

▲新たに加わった「たかはたブランド」商品

　

観
光
産
業
の
推
進
と
交
流
人
口
の
拡
大
に

つ
き
ま
し
て
は
、
観
光
旅
行
者
の
視
点
に
立

ち
、
本
町
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
あ

る
観
光
産
業
の
確
立
に
向
け「（
仮
称
）高
畠

町
観
光
振
興
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
既
存
施
設
の
有

効
活
用
と
体
育
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
強

化
し
、
身
近
に
取
り
組
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
と
町
民
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
ま

た
各
種
大
会
の
競
技
内
容
を
検
討
し
効
果
的

な
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

文
化
ホ
ー
ル
お
よ
び
浜
田
広
介
記
念
館
等
の

文
化
施
設
の
一
層
の
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
う
き
た
む
風
土

記
の
丘
考
古
資
料
館
は
、
郷
土
資
料
館
、
歴

史
公
園
等
も
含
め
た
一
体
的
な
利
活
用
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
遺
跡
発
掘
に
伴
い
、
出

土
し
た
遺
物
等
に
つ
い
て
の
整
理
保
存
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
町
の
歴
史
・
文
化
と
観

光
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
や
芸
術
・
文
化
鑑

賞
、
創
作
活
動
お
よ
び
体
験
学
習
等
各
種
講

座
を
提
供
し
な
が
ら
、
町
民
自
ら
が
参
加
実

践
す
る
芸
術
、
文
化
活
動
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

⑤
ゆ
と
り
が
持
て
る
、
地
域
が
支

え
る
子
育
て
支
援
の
実
現

④
社
会
教
育
の
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
の
振
興

　

社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
真
に
地
域

の
方
々
が
住
み
続
け
た
く
な
る
よ
う
、
地
域

づ
く
り
活
動
を
進
め
る
拠
点
で
あ
る
地
区
公

民
館
の
一
層
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

糠
野
目
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関

し
ま
し
て
は
、
４
月
よ
り
、
生
涯
学
習
館
お

よ
び
体
育
セ
ン
タ
ー
を
指
定
管
理
か
ら
直
営

に
戻
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
プ
ー
ル
は
、
置
賜
広
域
行
政
事
務
組

合
に
よ
る
余
熱
利
用
施
設
の
オ
ー
プ
ン
に
伴

い
閉
鎖
し
、
そ
の
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
町

民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
児
童
対
策
と
し
て
の
「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」
は
、
全
地
区
を
対
象
と

し
て
内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
地
域
民
話

の
伝
承
活
動
と
し
て
実
施
す
る
「
山
形
ふ
る

さ
と
塾
」
は
、
そ
の
普
及
活
動
を
拡
大
す
る

と
と
も
に
世
代
間
の
交
流
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
健
康
体
力
づ
く
り
に

▲４月から全中学校で始まった給食

 

当
町
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、
食

の
安
全
・
安
心
へ
の
消
費
者
の
信
頼
と
産
地

ブ
ラ
ン
ド
を
い
か
に
構
築
し
て
い
く
か
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

昨
年
９
月
に
制
定
し
た
「
た
か
は
た
食
と

農
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
基
本
理
念
に
基

づ
き
、
有
機
・
特
別
栽
培
米
の
作
付
け
拡
大

と
、
転
作
水
田
を
活
用
し
た
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
用
稲
を
生
産
し
、
畜
産
粗
飼

料
の
自
給
率
向
上
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

米
の
生
産
調
整
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少
子

高
齢
化
等
で
米
の
消
費
量
が
依
然
と
し
て
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
間
調
整
を
活

用
し
な
が
ら
目
標
達
成
に
向
け
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
用
地
の
有
効
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
内
に
約
３
１
１
㌶
存
在
す
る
耕
作
放
棄
地

を
把
握
す
る
た
め
の
一
筆
調
査
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
農
家
お
よ
び
食
品
製
造
業

者
の
所
得
向
上
を
図
る
た
め
、
加
工
や
商
品

化
し
や
す
い
作
物
の
選
定
や
販
売
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
各
種
団
体
や
業
界
の
代
表
等
で

構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
町
内
の
農
産
物
に
付
加
価
値
を
つ
け
、

商
品
化
の
実
現
を
図
る
よ
う
検
討
い
た
し
ま

す
。

　

中
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
１

月
か
ら
第
三
中
学
校
に
お
い
て
、
小
学
校
の

調
理
場
を
活
用
し
た
「
親
子
方
式
」
で
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
４
月
か
ら
は
全
中
学
校

で
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

小
学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
地
域
の
方
々

よ
り
安
全
で
安
心
、
新
鮮
な
野
菜
の
提
供
を

③
中
学
校
給
食
の
実
施
と
食
育
教

育
の
推
進

が
何
よ
り
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
高
畠
小
学

校
の
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
と
と
も
に
亀
岡

小
学
校
並
び
に
和
田
小
学
校
の
耐
震
設
計
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
幼
児
期

教
育
と
学
校
教
育
部
門
を
一
体
化
し
、
よ
り

緊
密
な
連
携
の
下
で
、
総
合
的
な
子
育
て
支

援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

受
け
な
が
ら
地
産
地
消
に
よ
る
学
校
給
食
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
は
、
地
域
と
学
校
が
連
携
し
、
食
育
に
取

り
組
ん
で
い
る
例
と
し
て
内
外
か
ら
評
価
を

受
け
て
お
り
、
中
学
校
給
食
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
地
産
地
消
が
円
滑
、
か
つ
効

果
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

て
産
み
、
育
て
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
公
費

負
担
を
妊
婦
健
康
診
査
費
用
14
回
ま
で
拡
大

し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
と
な
り
組
織
が
強
化

さ
れ
た
高
畠
町
観
光
協
会
と
連
携
し
、
た
か

は
た
の
魅
力
あ
る
旅
を
高
畠
町
か
ら
企
画
提

案
す
る
ツ
ア
ー
（
着
地
開
発
型
観
光
）
や
体

験
交
流
型
観
光
を
確
立
い
た
し
ま
す
。
そ
し

て
、
お
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
た
人
材
の
育

成
や
誘
客
に
向
け
た
情
報
発
信
な
ど
、
高
畠

町
の
独
自
性
に
富
ん
だ
観
光
の
振
興
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ン
グ
ル
ト

ン
の
訪
問
団
が
４
月
に
来
町
い
た
し
ま
す
。

姉
妹
校
の
締
結
を
行
っ
て
い
る
町
内
中
学

校
、
県
立
高
畠
高
校
や
町
民
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

▲置賜広域交流拠点施設「湯るっと」

▲人材交流事業（シングルトン）

　

給
食
特
区
の
認
定
に
よ
り
、
二
井
宿
保
育

園
に
は
、
二
井
宿
小
学
校
か
ら
給
食
の
搬
入

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
老
朽
化
が

著
し
い
「
屋
代
児
童
館
」
の
移
転
整
備
を
21

年
度
中
に
実
施
し
、
幼
児
施
設
の
充
実
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
よ
り
、
社
会
福
祉
法
人

が
設
置
す
る
「
た
か
は
た
こ
ど
も
園
」
が
開

園
し
、
「
な
か
よ
し
保
育
園
」
の
民
営
化
も

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
円
滑
な
運
営
と
健
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こ
の
た
び
見
直
し
策
定
い
た
し
ま
し
た

「
高
畠
町
５
カ
年
経
営
計
画
」
は
、
客
観
的

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
今
後
の
経
営
戦
略
で
あ

り
ま
す
。

　

組
織
全
体
が
経
営
感
覚
を
持
ち
、
ス
ピ
ー

②
ま
ち
づ
く
り
実
現
の
た
め
の

経
営
戦
略
の
実
行

③
実
効
性
を
優
先
す
る
行
政
組

織
の
見
直
し
と
広
域
行
政
の

推
進

づ
く
り
の
最
上
位
に
位
置
す
る
計
画
と
し
て

平
成
21
年
度
か
ら
10
年
間
の
基
本
的
な
方
向

を
総
合
的
に
示
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体
、
学
校
、

企
業
、
関
係
機
関
が
、
そ
れ
ぞ
れ
主
体
と
な

る
協
働
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と

も
に
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
め
ざ

し
て
い
く
指
針
で
あ
り
、
調
和
の
と
れ
た
豊

か
な
暮
ら
し
と
町
活
性
化
の
実
現
に
向
け
努

力
を
い
た
し
ま
す
。

　

本
計
画
の
進
行
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
社

　

地
域
経
済
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
状
況
の

中
に
あ
っ
て
「
人
が
輝
き
誇
れ
る
ま
ち
」
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
な
お
一
層
効
率
的

な
行
政
組
織
の
構
築
と
人
材
の
育
成
が
必
要

で
あ
り
、
町
が
抱
え
る
行
政
課
題
を
先
送
り

せ
ず
、
早
期
に
解
決
す
る
方
針
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
利
便
性
等
に
配
慮
し
つ

つ
、
行
政
課
題
解
決
と
施
策
の
「
選
択
と
集

中
」
に
対
応
し
た
効
率
的
で
機
動
性
の
あ
る

組
織
体
制
づ
く
り
を
継
続
し
て
進
め
る
こ
と

と
し
、
次
の
３
点
を
重
点
に
行
政
組
織
の
改

編
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　

第
一
に
、
公
立
高
畠
病
院
に
地
方
公
営
企

業
法
で
定
め
る
事
業
管
理
者
を
設
置
し
、
経

営
の
健
全
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
二
に
、
保
育
と
義
務
教
育
の
一
元
化
を

デ
ィ
ー
で
的
確
な
政
策
執
行
が
で
き
る
仕
組

み
を
つ
く
り
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
限
ら

れ
た
人
、
物
、
金
な
ど
の
経
営
資
源
を
活
か

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
合
計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
の
新
た
な
経
営
戦
略
に
よ
り
、
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
、
引
き
続
き
聖
域
な
き
見
直
し
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
改
革
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
ど
お
り
町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
畠
町
が
め
ざ
す
普
遍
的
な
町
民
の
思
い

を
凝
縮
し
た
「
高
畠
町
町
民
憲
章
」
を
基
本

目
標
と
し
、
す
べ
て
の
い
の
ち
を
大
切
に

し
、
い
き
い
き
と
輝
く
ま
ち
を
実
現
す
る
た

め
「
誇
り
」
「
創
造
」
「
自
立
」
「
共
生
」

を
基
本
理
念
に
、
第
５
次
総
合
計
画
を
策
定

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
町
が
目
標

と
す
る
将
来
像
を
具
現
化
す
る
た
め
、
ま
ち

⑷ 

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

①
「
第
５
次
高
畠
町
総
合
計
画
」
の

　

実
現
と
進
行
管
理
、
評
価
検
証

　

情
報
通
信
技
術
が
進
展
す
る
な
か
、
よ
り

豊
か
な
町
民
生
活
を
実
現
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
情
報
化
を
推
進

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

観
点
か
ら
、
情
報
化
に
関
す
る
基
本
計
画
を

策
定
し
、
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
当
町
の
産
業
に
は
、
米
や
果
樹
な

ど
の
農
産
物
、
酒
・
ワ
イ
ン
・
ジ
ャ
ム
な
ど

の
加
工
食
品
、
特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
、
豊
富

な
観
光
資
源
な
ど
、
全
国
に
も
誇
れ
る
魅
力

が
数
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
魅
力
・

活
力
を
町
内
外
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲総合計画策定にむけてのワークショップ

い
時
代
を
切
り
拓
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
核
と

な
る
商
店
街
と
な
る
よ
う
、
商
工
会
と
連
携

し
な
が
ら
活
性
化
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
雇
用
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
切

れ
目
の
な
い
対
策
と
し
て
国
の
緊
急
雇
用
創

⑤
情
報
化
基
本
計
画
の
実
行
と
、

本
町
の
活
力
あ
る
情
報
発
信

会
情
勢
の
変
化
に
す
ば
や
く
反
応
で
き
る
よ

う
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
図
り
、
施
策

や
取
り
組
み
の
把
握
と
ま
ち
づ
く
り
の
成
果

（
評
価
指
標
の
達
成
度
）
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
結
果
を
公
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
行
政
運
営
基
礎
調
査
や
集
落
座
談
会
な

ど
に
よ
る
施
策
の
点
検
・
評
価
を
実
施
し
、

よ
り
効
果
的
な
行
政
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

出
事
業
お
よ
び
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基

金
事
業
を
活
用
し
雇
用
の
創
出
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

▲クラシックカーレビュー in 高畠２００８

平成21年度　施政方針

　

以
上
、
平
成
21
年
度
に
お
け
る
町
政
運
営

に
臨
む
、
私
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
な
政

策
等
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

経
済
や
行
財
政
環
境
の
厳
し
さ
が
増
し
て

い
る
今
日
、
地
方
自
治
体
の
将
来
は
、
自
ら

が
決
め
、
そ
の
責
任
も
自
ら
が
負
う
、
自
主

的
で
自
立
し
た
自
治
体
と
し
て
歩
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経
験
を
最
大

限
に
活
か
し
、
町
の
将
来
を
見
据
え
、
町
民

３
、
結
び
に
あ
た
っ
て

図
り
、
幼
児
期
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
一

貫
し
た
教
育
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

第
三
に
、
山
形
県
市
町
村
支
援
課
お
よ
び

東
京
事
務
所
、
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
へ
の

職
員
派
遣
、
横
浜
市
と
の
人
事
交
流
を
継
続

し
、
人
材
の
育
成
と
企
業
誘
致
等
の
情
報
収

集
を
行
い
、
本
町
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
域
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す

で
に
取
り
組
ん
で
い
る
消
防
の
広
域
化
と
電

算
シ
ス
テ
ム
共
同
化
を
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で

き
る
よ
う
各
市
町
と
連
携
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
効
率
化
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま

す
。

※︻
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・
地
域
包
括

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︼
地
域
の
保
健
、
医
療
、

福
祉
等
を
つ
な
ぎ
あ
い
、
住
民
を
包
括
的

に
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
と
体
制
。
ま
た
、
そ

れ
ら
を
結
び
つ
け
る
公
的
機
関
等
と
地
域

住
民
の
連
携
の
こ
と
。

▲消防の広域化（町消防署）

　

４
月
１
日
付
で
高
畠
町
病
院
事
業
管
理
者
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
浅
学
菲
才
の
身
で
こ
の
よ
う
な
職
責
の
重
さ
に
た
だ
た
だ
緊
張
し
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
の
医
療
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
既
に
新
聞
・
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い

る
通
り
全
国
各
地
で
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
公
立
病
院
に
は
、

医
療
制
度
の
改
革
に
よ
っ
て
町
の
財
政
を
悪
化
さ
せ
、
医
師
不
足
の
深
刻
化
と

し
て
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
代
社
会
に
あ
っ
た
高
畠
町

も
他
の
市
町
村
と
同
様
高
齢
化
が
益
々
進
展
し
て
い
る
現
在
、
町
民
が
安
心
し

て
健
康
を
守
り
、
楽
し
く
生
活
を
営
む
に
は
町
内
唯
一
の
公
立
病
院
と
し
て
更

に
経
営
基
盤
を
充
実
し
、
健
全
な
病
院
運
営
を
考
え
「
町
民
か
ら
支
え
ら
れ
る

病
院
」
を
目
指
し
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
指
導
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

高
畠
町
病
院
事
業
管
理
者

　
　
　

大　

浦　

利　

延

の
英
知
を
結
集
し
、
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
町

政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
畠
町
で
は
、
公
立
高
畠
病
院
の
財
政
健
全
化
と
迅
速
か
つ
機
能
的
な
病
院

運
営
を
目
指
し
て
、
地
方
公
営
企
業
法
を
全
部
適
用
し
、
新
た
に「
高
畠
町
病
院

事
業
管
理
者
」
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

病
院
事
業
管
理
者
は
、
高
畠
町
の
病
院
事
業
に
係
る
〝
内
部
組
織
の
設
置
〞

〝
職
員
の
任
免
・
給
与
等
の
身
分
取
り
扱
い
〞
〝
予
算
原
案
の
作
成
〞
〝
資
産

の
取
得
・
管
理
・
処
分
〞
〝
契
約
の
締
結
〞
〝
労
働
協
約
の
締
結
〞
な
ど
開
設

者
で
あ
る
町
長
と
同
等
の
権
限
を
持
ち
、
病
院
経
営
に
当
た
り
ま
す
。
自
治
体

病
院
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
悪
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
激
変
す
る

医
療
環
境
に
速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

病
院
事
業
管
理
者
の
下
、
よ
り
町
民
の
皆
様
の
立
場
に
立
っ
た
病
院
運
営
に
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



3     2009.４   33     2009.４   311 10

一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章一．　　　　一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章 



3     2009.４   33     2009.４   313 12

　　一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章　　　　一．たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

◀

▽
保
健
医
療
統
括
監
兼
健
康
管
理
施

設
げ
ん
き
館
長
／
須
田
嵩
（
保
健
医

療
統
括
監
）

◆
総
務
課

▽
課
長
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

長
／
渡
部
富
士
男
（
公
立
高
畠
病
院

事
務
長
）
▽
総
務
室
長
兼
財
政
室
長

併
任
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
次
長
／

佐
藤
健
（
総
務
課
財
政
室
長
）

◆
企
画
課

▽
広
報
統
計
室
長
／
近
野
忠
内
（
総

務
課
総
務
室
長
併
任
選
挙
管
理
委
員

会
書
記
次
長
）
▽
経
営
管
理
主
査
／

二
宮
弘
明
（
商
工
観
光
課
商
工
振
興

主
査
）

◆
出
納
課

▽
出
納
主
査
／
土
屋
喜
平
（
社
会
教

育
課
屋
代
地
区
公
民
館
長
代
理
）

◆
税
務
課

▽
住
民
税
主
査
／
金
田
剛
（
健
康
福

祉
課
地
域
保
健
主
査
）
▽
主
事
／
横

山
昌
恵
（
住
民
生
活
課
主
事
）

◆
住
民
生
活
課

▽
主
任
／
嶋
倉
美
穂
子
（
建
設
課
主

任
）
▽
主
任
／
大
河
原
孝
（
健
康
福

祉
課
主
任
）

◆
国
保
介
護
課

▽
医
療
給
付
主
査
／
今
野
寿
一
（
税

務
課
住
民
税
主
査
）
▽
主
事
／
森
秀

周
（
建
設
課
主
事
）

◆
健
康
福
祉
課

▽
福
祉
推
進
室
長
兼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
／
酒
井
紀
子
（
企
画

課
企
画
専
門
員
兼
町
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
館
長
併
任
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

所
長
）
▽
健
康
推
進
室
長
／
加
藤
勇

一
郎
（
出
納
課
出
納
室
長
）
▽
保
健

医
療
連
携
室
長
／
鈴
木
誠
市
（
公
立

高
畠
病
院
事
務
次
長
）
▽
児
童
福
祉

主
査
／
高
梨
麗
子
（
子
育
て
支
援
主

査
）
▽
健
康
増
進
主
査
／
嶋
倉
淳
子

（
保
健
指
導
主
査
）
▽
地
域
保
健
主

査
／
島
津
瑞
枝
（
健
康
増
進
主
査
）

▽
健
診
主
査
／
佐
藤
裕
子
（
企
画
課

経
営
管
理
主
査
）
▽
主
任
／
二
階
堂

裕
美
（
主
事
）
▽
主
任
管
理
栄
養
士

／
木
戸
美
樹
（
栄
養
士
）
▽
主
任
保

健
師
／
山
田
恵
美
子
（
保
健
師
）
▽

主
任
／
新
藤
真
紀
（
国
保
介
護
課
主

任
）
▽
主
任
／
小
林
貴
宏
（
農
林
課

主
任
）

◆
農
林
課
・
農
業
委
員
会

▽
課
長
／
横
山
孝
一
（
農
林
課
長
併

任
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
▽
農
山

村
整
備
主
幹
兼
自
然
休
養
村
セ
ン
タ

ー
所
長
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
長

／
數
馬
治
男
（
社
会
教
育
課
文
化
振

興
主
幹
兼
郷
土
資
料
館
長
）
▽
主
任

／
青
木
睦
（
上
下
水
道
課
主
任
）
▽

主
任
／
鈴
木
洋
之
（
住
民
生
活
課
主

任
）

◆
商
工
観
光
課

▽
商
工
振
興
主
査
／
深
瀬
吉
弘
（
地

域
ブ
ラ
ン
ド
主
査
）
▽
地
域
ブ
ラ
ン

ド
主
査
／
鈴
木
勲
（
山
形
県
市
町
村

職
員
研
修
所
派
遣
）

◆
建
設
課

▽
道
路
河
川
主
査
／
島
津
美
智
雄

（
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
館
長
代

理
）
▽
主
任
／
結
城
由
香
里
（
健
康

福
祉
課
主
任
）

◆
上
下
水
道
課

▽
主
任
／
長
谷
川
健
一
（
公
立
高
畠

病
院
主
任
）

◆
教
育
総
務
課

▽
教
育
次
長
兼
課
長
／
戸
田
貢
（
教

育
次
長
兼
学
校
教
育
課
長
）
▽
児
童

主
幹
／
木
村
忠
広
（
農
林
課
農
山
村

整
備
主
幹
兼
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

所
長
）
▽
子
育
て
支
援
室
長
兼
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
館
長
／
石
川
庄
一
（
健

康
福
祉
課
児
童
福
祉
室
長
兼
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
館
長
）
▽
学
事
主
査
／
八

巻
裕
一
（
学
校
教
育
課
主
任
）
▽
児

童
主
査
／
曽
我
春
美
（
国
保
介
護
課

医
療
給
付
主
査
）
▽
子
育
て
支
援
主

査
／
冨
沢
久
美
子
（
健
康
福
祉
課
な

か
よ
し
保
育
園
長
）
▽
二
井
宿
保
育

園
長
／
酒
井
啓
子
（
同
二
井
宿
保
育

園
長
）
▽
和
田
保
育
園
長
／
菊
地
裕

子
（
同
和
田
保
育
園
長
）
▽
屋
代
児

童
館
長
／
小
浅
典
子
（
同
屋
代
児
童

館
長
）
▽
主
任
／
我
妻
美
樹
（
農
林

課
主
任
）
▽
主
任
／
小
野
正
晃
（
健

康
福
祉
課
主
任
）
▽
主
任
保
育
士
二

井
宿
保
育
園
／
高
橋
睦
子
（
同
主
任

保
育
士
二
井
宿
保
育
園
）
▽
主
任
保

育
士
和
田
保
育
園
／
土
屋
英
子
（
同

主
任
保
育
士
和
田
保
育
園
）
▽
主
任

保
育
士
和
田
保
育
園
／
岩
間
加
代
子

（
同
主
任
保
育
士
和
田
保
育
園
）
▽

主
任
保
育
士
和
田
保
育
園
／
二
宮
多

佳
子
（
同
主
任
保
育
士
和
田
保
育

園
）
▽
主
任
保
育
士
和
田
保
育
園
／

佐
々
木
留
里
子
（
同
主
任
保
育
士
和

田
保
育
園
）
▽
主
任
保
育
士
和
田
保

育
園
／
佐
藤
千
佳
子
（
同
主
任
保
育

士
和
田
保
育
園
）
▽
主
任
保
育
士
和

田
保
育
園
／
大
木
亜
紀
（
同
主
任
保

育
士
和
田
保
育
園
）
▽
主
任
児
童
厚

生
員
屋
代
児
童
館
／
五
十
嵐
ち
ひ
ろ

（
同
主
任
保
育
士
な
か
よ
し
保
育

園
）
▽
主
任
児
童
厚
生
員
屋
代
児
童

館
／
伊
丹
礼
子
（
同
主
任
児
童
厚
生

員
屋
代
児
童
館
）
▽
主
任
児
童
厚
生

員
屋
代
児
童
館
／
安
部
弘
子
（
同
主

任
児
童
厚
生
員
屋
代
児
童
館
）
▽
主

任
児
童
厚
生
員
屋
代
児
童
館
／
佐
藤

圭
子
（
同
主
任
児
童
厚
生
員
屋
代
児

童
館
）
▽
技
術
員
第
四
中
学
校
／
安

部
国
善
（
学
校
教
育
課
技
能
士
二
井

宿
小
学
校
）
▽
調
理
師
二
井
宿
小
学

校
／
木
村
幸
代
（
同
調
理
師
）
▽
調

理
師
二
井
宿
小
学
校
／
滝
田
陽
子

（
健
康
福
祉
課
調
理
師
二
井
宿
保
育

園
）
▽
調
理
師
亀
岡
小
学
校
／
金
田

恵
子
（
学
校
教
育
課
調
理
師
高
畠
小

学
校
）
▽
調
理
師
和
田
保
育
園
／
吉

田
和
子
（
健
康
福
祉
課
調
理
師
和
田

保
育
園
）
▽
調
理
師
和
田
保
育
園
／

東
海
林
智
恵
子
（
同
調
理
師
和
田
保

育
園
）
▽
技
術
員
高
畠
小
学
校
／
太

田
吉
運
（
学
校
教
育
課
技
能
士
高
畠

小
学
校
）
▽
技
術
員
屋
代
小
学
校
／

大
河
原
正
人
（
同
技
能
士
屋
代
小
学

校
）
▽
技
術
員
時
沢
小
学
校
／
高
橋

進
（
同
技
能
士
時
沢
小
学
校
）
▽
技

術
員
亀
岡
小
学
校
／
横
山
将
章
（
同

技
能
士
亀
岡
小
学
校
）
▽
技
術
員
和

田
小
学
校
／
渡
部
喜
昭
（
同
技
能
士

和
田
小
学
校
）
▽
技
術
員
糠
野
目
小

学
校
／
安
部
喜
一
（
同
技
能
士
糠
野

目
小
学
校
）
▽
技
術
員
第
一
中
学
校

／
菅
野
哲
也
（
同
技
能
士
第
一
中
学

校
）
▽
技
術
員
第
三
中
学
校
／
鈴
木

信
一
（
同
技
能
士
第
三
中
学
校
）

◆
社
会
教
育
課

▽
社
会
教
育
室
長
兼
中
央
公
民
館
副

館
長
兼
社
会
教
育
主
事
／
冨
樫
と
み

よ（
健
康
福
祉
課
福
祉
推
進
室
長
兼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽

町

職

員

４
月
１
日
付
で
町
職
員
と
教
職
員

の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　

 

（　
　
　

）
は
前
任

人 

事 

異 

動

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
長
／
鈴
木
淳
一

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
長
兼
町
営
体
育

館
長
代
理
兼
武
道
館
長
代
理
）
▽
交

流
専
門
員
兼
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
所
長

併
任
町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
館
長

／
武
田
正
隆（
社
会
教
育
室
長
兼
中

央
公
民
館
副
館
長
）
▽
文
化
室
長
／

菊
地
英
雄（
健
康
福
祉
課
健
康
推
進

室
長
）
▽
文
化
財
専
門
員
兼
郷
土
資

料
館
長
兼
考
古
資
料
館
長
代
理
／
井

田
秀
和（
文
化
室
長
兼
考
古
資
料
館

長
代
理
）
▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
主
査
兼

町
営
体
育
館
長
代
理
兼
武
道
館
長
代

理
／
田
村
善
次（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
主

査
）
▽
屋
代
地
区
公
民
館
長
代
理

／
竹
田
敏
江（
学
校
教
育
課
学
事
主

査
）
▽
生
涯
学
習
館
長
代
理
兼
体
育

セ
ン
タ
ー
館
長
代
理
／
菊
地
誠（
建

設
課
道
路
河
川
主
査
）
▽
主
任
司
書

／
大
浦
祐
美（
司
書
）
▽
主
事
／
大

浦
宏
幸（
税
務
課
主
事
）

◆
公
立
高
畠
病
院

▽
事
務
長
／
齋
藤
利
明
（
経
営
改
革

主
幹
）
▽
総
看
護
師
長
／
小
梁
川
三

枝
子
（
副
総
看
護
師
長
）
▽
薬
局
長

／
三
須
栄
治
（
主
任
薬
剤
師
）
▽
放

射
線
科
長
／
酒
井
信
明
（
主
任
放
射

線
技
師
）
▽
看
護
師
長
／
山
田
房
子

（
主
任
看
護
師
）
▽
看
護
師
長
／
菅

野
美
和
子
（
同
）
▽
看
護
師
長
／
平

京
子
（
同
）
▽
主
任
／
皆
川
智
明

（
税
務
課
主
任
）
▽
主
任
薬
剤
師
／

田
中
幸
裕
（
薬
剤
師
）
▽
主
任
看
護

師
／
大
浦
由
美
子
（
看
護
師
）
▽
主

任
技
術
員
／
佐
藤
圭
一
（
主
任
技
能

士
）
▽
主
事
／
遠
藤
光
範
（
社
会
教

育
課
主
事
）

◆
消
防
本
部
・
消
防
署

▽
消
防
長
心
得
・
消
防
監
／
金
子
一

夫
（
署
長
・
消
防
司
令
長
）
▽
消
防

本
部
消
防
次
長
兼
消
防
署
長
・
消
防

司
令
長
／
落
合
雅
幸
（
消
防
本
部
消

防
次
長
・
消
防
司
令
）
▽
消
防
本
部

消
防
室
長
兼
庶
務
主
査
兼
消
防
団
主

査
・
消
防
司
令
／
武
田
浩
司
（
消
防

本
部
庶
務
主
査
・
消
防
司
令
）
▽
消

防
署
副
署
長
・
消
防
司
令
／
戸
田
良

一
（
消
防
本
部
予
防
主
査
・
消
防
司

令
）
▽
消
防
署
副
署
長
兼
救
急
主

査
・
消
防
司
令
／
増
子
博
志
（
消
防

署
救
急
主
査
・
消
防
司
令
）
▽
消
防

署
副
署
長
・
消
防
司
令
／
菅
井
義
則

（
消
防
署
救
急
主
査
・
消
防
司
令
）

▽
消
防
署
消
防
主
査
・
消
防
司
令
／

吉
田
雄
二
（
消
防
署
救
助
主
査
・
消

防
司
令
補
）
▽
消
防
署
救
助
主
査
・

消
防
司
令
補
／
二
宮
啓
（
消
防
本
部

警
防
主
任
・
消
防
司
令
補
）
▽
消
防

本
部
予
防
主
査
・
消
防
司
令
補
／
山

木
広
志
（
消
防
本
部
予
防
主
任
・
消

防
司
令
補
）
▽
消
防
署
救
急
主
査
・

消
防
司
令
補
／
黒
田
智
浩
（
消
防
署

救
急
主
任
・
消
防
司
令
補
）
▽
消
防

署
救
急
主
査
・
消
防
司
令
補
／
上
村

文
彦
（
消
防
署
救
急
主
任
・
消
防
司

令
補
）
▽
消
防
本
部
予
防
主
任
・
消

防
司
令
補
／
安
部
知
弥
（
消
防
署
消

防
主
任
・
消
防
士
長
）
▽
消
防
署
救

助
主
任
・
消
防
士
長
／
佐
藤
忠
宏

（
消
防
署
・
消
防
士
長
）
▽
消
防

署
・
消
防
士
長
／
深
沢
一
樹
（
消
防

署
・
消
防
副
士
長
）
▽
消
防
署
・
消

防
副
士
長
／
山
田
大
輔
（
消
防
署
・

消
防
士
）
▽
消
防
署
・
消
防
副
士
長

／
藤
巻
輝
（
消
防
署
・
消
防
士
）

◆
派
遣

▽
山
形
県
市
町
村
課
・
総
務
課
付
主

任
／
関
竜
治
（
山
形
県
市
町
村
課
・

総
務
課
付
主
事
）

◆
人
事
交
流

▽
横
浜
市
／
成
井
明
子
（
商
工
観
光

課
主
任
）
▽
農
林
課
主
事
／
澤
あ
す

か
（
横
浜
市
）

◆
退
職

▽
高
橋
正
壽
▽
島
津
牧
子
▽
須
藤
恵

子
▽
後
藤
豊
子
▽
島
津
憲
一
▽
田
中

福
治
▽
長
岡
み
ち
子
▽
長
谷
川
タ
ミ

子
▽
吉
田
と
き
子

▽
近
野
雄
二
▽
佐
藤
満
良
▽
高
梨
健

一
▽
菊
地
春
雄
▽
濱
田
幸
雄
▽
高
橋

和
義
▽
高
橋
照
一
▽
佐
藤
善
一

◀石 澤 利 子
（高畠病院・看護師）

新
規
採
用
町
職
員
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

嶋 倉 武 志
（商工観光課・主事）

澤　 あ す か
（ 農 林 課・ 主 事 ）

今 田 美 和 子
（高畠病院・看護師）

石 井 豊 浩
（消防署・消防士）

本 田 浩 一
消防署・消防士）

外 山 理 恵
（高畠病院・放射線技師）

鈴 木 千 里
（高畠病院・看護師）

佐 藤 あ す か
（税務課・主事）

山 口 廣 紀
（消防署・消防士）

細 谷 大 樹
（消防署・消防士）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

横
浜
市
か
ら
き
ま
し
た
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　　   一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

「高畠町情報化基本計画」を策定しています
　町では、今後の情報化の基本的な考え方等を明確にするため、「高畠町情報化基本計画」を策定しています。
　町内の企業・団体等との懇談会、専門家からの意見聞き取り、庁内における策定委員会等を行い、この
たび計画（案）がまとまりましたので、概要等をお知らせします。
　この計画（案）に対するご意見・ご感想を5月7日㈭までお寄せください。

　

▲

問合せ先／町企画課☎�４４７６

　人口減少、少子高齢化の進行、地域経済の減退など、本町を取り巻く情勢は依然として厳しいなかにあっ
て、より豊かな町民生活を実現し、地域産業の活性化を図るために、情報化を進めていくことは有効な手段
のひとつです。
　この基本計画は、取り巻く環境の変化やこれまでの取り組みの成果や課題を踏まえながら、今後の情報化
の基本的な考え方等を明確にするために策定するものです。

　この計画は「第５次高畠町総合計画」を上位計画とし、それを実現するため、情報分野における具体的な
施策の考え方や展開方向について示す役割を担うものです。

計画策定の趣旨

計画の位置づけ

計画期間
　平成21年度から平成25年度までの５年間とします。

計画の概要

施策の推進方向 施策の展開内容

地域情報化の推進

⑴町民・企業・団体・行政に
　よる協働のまちづくりのた
　めの情報化

①町政運営に関する情報の積極的な提供
②まちづくりに関する町民との意見交換の実施
③情報共有と個人情報保護のあり方についての検討

⑵地域経済活性化のための
　情報化

①町産業の魅力の積極的な発信
②産業活性化につながる情報の収集および発信

⑶町民のニーズを踏まえた
　行政サービス向上のため
　の情報化

①地上デジタル放送への円滑な移行
②電子申請・施設予約の充実
③安全・安心な生活を支えるための取り組みの実施
④便利で快適な生活を支えるための施策の検討

⑷だれもが使える情報化
①ブロードバンドエリア拡大の検討
②町民が求める情報の積極的な提供
③情報モラル教育の実施

行政情報化の推進

①各種業務システムの共同化に向けた対応
②戸籍事務の電算化
③電子決裁や庶務事務管理のシステム化等の検討
④役場内ネットワーク機器等の更新
⑤情報セキュリティの確保 佐 藤 敏 朗

地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
！

　

４
月
か
ら
、生
涯
学
習
推
進
主

　

査
・
生
涯
学
習
推
進
員
が
一
部

　

変
わ
り
ま
し
た
。

学 校 名
転 入 転 出

新職名 氏 名 前 任 校 新職名 氏 名 新 任 校

高 畠 小 学 校

教 諭 青 木 恵美子 川西町立小松小 教 諭 齋 藤 祐 子 高畠町立時沢小
教 諭 鈴 木 彩和香 新 採 教 諭 太 田 洋 子 高畠町立和田小
教 諭 猪 口 唯 貴 新 採 養護教諭 鈴 木 美 紀 南陽市立中川小
養護教諭 齋 藤 美 幸 高畠町立和田小

二 井 宿 小 学 校 教 諭 金 子 隆 雄 高畠町立糠野目小

屋 代 小 学 校

教 頭 山 﨑 公 彦 大蔵村立肘折小 校 長 青 木 敏 雄 川西町立中郡小
教 諭 小 林 恵美子 川西町立犬川小 教 諭 齋 藤 真由美 山形市立蔵王第一小
教 諭 小 松 桂 子 新 採 教 諭 東海林 陽 子 山形市立滝山小
主 事 高 橋 裕 之 川西町立中郡小 主 査 鷲 尾 由 己 高畠町立第三中

時 沢 小 学 校 教 諭 齋 藤 祐 子 高畠町立高畠小 教 諭 八 島 美智子 山形市立桜田小

亀 岡 小 学 校
校 長 高 橋 秀 一 川西町立高山小 副所長 鈴 木 雄 次 置賜教育事務所
教 諭 須 藤 絵 美 米沢市立上郷小

和 田 小 学 校
教 諭 太 田 洋 子 高畠町立高畠小 教 頭 二 瓶 直 樹 鶴岡市立田川小
教 諭 和 田  　 剛 高畠町立糠野目小 教 諭 鈴 木 徳 子 米沢市立南部小
養護教諭 宮 川 弘 美 米沢市立上郷小 養護教諭 齋 藤 美 幸 高畠町立高畠小

糠 野 目 小 学 校

教 諭 島 津 みつよ 南陽市立漆山小 教 頭 平 誠 最上町立東法田小
教 諭 佐 藤 千 明 飯豊町立第一小 教 諭 最 上 澄 子 山形市立第三小
教 諭 佐 藤 英 樹 米 沢 養 護 学 校 教 諭 畑 口 ゆ み 上 山 市 立 南 小
教 諭 金 子 隆 雄 高畠町立二井宿小 教 諭 和 田  　 剛 高畠町立和田小

第 一 中 学 校

教 諭 蓮 沼 節 子 南陽市立沖郷中 教 諭 高 谷 康 之 米沢市立第三中
教 諭 渡 部 正 人 川西町立第一中 教 諭 奥 山  　 衛 米沢市立第七中
教 諭 菅 野  　 卓 高畠町立第四中 教 諭 田 中 利 之 山形市立第二中
教 諭 後 藤 和 弘 高畠町立第二中
教 諭 後 藤 裕 美 新 採

第 二 中 学 校
教 諭 古 川 宣 江 高畠町立第四中
教 諭 後 藤 和 弘 高畠町立第一中

第 三 中 学 校
教 頭 磯 部 晃 輝 米沢市立第三中 教 頭 佐 藤  　 繁 米沢市立興譲小
教 諭 會 田 玲 子 川西町立玉庭中 教 諭 岸　　みず穂 米沢市立南原中
主 査 鷲 尾 由 己 高畠町立屋代小 事務主査 大 澤 貴久子 山形市立第五小

第 四 中 学 校

教 頭 安 藤  　 淳 置賜教育事務所 教 頭 大河原　　敦 米沢市立第五中
教 諭 武 田  　 学 川西町立第一中 教 諭 小 島 真 澄 上山高等養護学校
教 諭 後 藤 満 男 米沢市立第六中 教 諭 安 部 恵 美 米沢市立第三中
教 諭 桑 島 ひろみ 白 鷹 町 立 東 中 教 諭 菅 野  　 卓 高畠町立第一中
教 諭 古 川 宣 江 高畠町立第二中

教 職 員

高畠地区公民館
（生涯学習推進主査）

退　　　職 小 林 美 幸

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す近 野 和 志

亀岡地区公民館
（生涯学習推進主査）

和田地区公民館
（生涯学習推進主査）

高 橋 純 一金 子 愛 美

和田地区公民館
（生涯学習推進員）
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高畠町介護保険第 4 期事業計画がスタートしました。
問合せ先／国保介護課　電話（52）１３２４

65歳以上の方の

₁ 第４期介護保険事業計画（平成21年度から平成23年度）の保険料が
　 決定になりましたので、お知らせいたします。

　町では、従来より低所得者に配慮して段階保険料の弾力化を実施してきました。第４期の保
険料も第３期における税制改正に伴う激変緩和措置等や介護報酬改定を踏まえ、次のとおり設
定いたします。
⑴ 保険料率段階を７段階制から８段階制とします。
⑵ 現行の５段階を細分化し、125万円未満の段階を設定します。
⑶ 第４段階の該当者で公的年金等収入金額および合計所得の合計額が80万円以下の被保険者について、
　 保険料率を引き下げます。 
⑷ 介護従事者の処遇改善のための介護報酬改定に伴う、保険料の上昇の抑制措置を講じる国の緊急特別
　 対策による臨時特例交付金と合わせて町の準備基金により保険料を軽減します。

　介護保険制度は、市町村が保険者となり運営しているも
ので、40歳以上のみなさんは、加入者（被保険者）となって
介護保険料を納め、介護が必要になったときにはサービス
が利用でき、かかった費用の一部を負担する制度です。
　一人ひとりの介護保険料は、介護保険の運営にとても大
切な財源となります。

　65歳以上の方の保険料は、平成21年度から平成23年度の３年間に必要な介護保険の総費用の20％を市町
村に住んでいる65歳以上の方の人数で割った金額が基準額となります。 区　　　　　分 年　額 月　額 増減率

第４期基準額
（平成21年度から23年度） 40,800円 3,400円

△ 12.8%第３期基準額
（平成18年度から20年度） 46,800円 3,900円

比　　　　　較 △ 6,000円 △ 500円

段　　階　　区　　分 保険料率 新保険料年額 旧保険料額 比　較

本
人
が
住
民
税
非
課
税

第１段階
生活保護受給者、または住民税非課税
世帯で老齢福祉年金受給者

基準額×0.4 16,320円 18,720円 △  2,400円

第２段階
住民税非課税世帯で本人の合計所得金
額＋課税年金収入が80万円以下

基準額×0.4 16,320円 18,720円 △  2,400円

第３段階 住民税非課税世帯で第２段階以外の方 基準額×0.7 28,560円 32,760円 △  4,200円

第４段階

住民税課税世帯で本人の合計所得金額
と課税年金収入が80万円以下

基準額×0.9 36,720円

46,800円

△ 10,080円

住民税課税世帯で本人の合計所得金額
＋課税年金収入が80万円超

基準額 40,800円 △  6,000円

本
人
が
住
民
税
課
税

第５段階 本人の合計所得が125万円未満 基準額×1.1 44,880円

60,840円

△ 15,960円

第６段階
本人の合計所得が
125万円以上200万円未満

基準額×1.3 53,040円 △  7,800円

第７段階
本人の合計所得が
200万円以上500万円未満

基準額×1.6 65,280円 74,880円 △  9,600円

第８段階 本人の合計所得が500万円以上 基準額×1.9 77,520円 88,920円 △ 11,400円

◆ 改定による平成21年度の上昇分の全額
被保険者の負担を国費により軽減

◆ 改定による平成22年度の上昇分の半額
※市町村に基金（介護従事者処遇改善臨時特例基金）を設置し、国が臨時特例交付金を
　全市町村に交付するものです。

区　　　　分
20年度 21年度 仮徴収月 21年度 本徴収月

計
２月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

平準化をしない場合（従来） 10,100円 10,100円 10,100円 10,100円 3,500円 3,500円 3,500円 40,800円

平準化を実施する場合 10,100円 10,100円 5,100円 5,100円 6,900円 6,800円 6,800円 40,800円

の欄は新たに設定する段階です。＊段階別保険料は次のとおりです。

“介護保険料”が変わりました

₂ 介護従事者の処遇改善のための国の緊急特別対策による
　 保険料の軽減について

₃ 介護保険制度のしくみ

₄ 介護保険料の算定について

　平成21年度から介護従事者の処遇を改善するために、介護報酬がアップされました。
これに伴う介護保険料の上昇分について、国の緊急特別対策による特例交付金が町に交付され、
保険料が軽減されております。

みんなで支えあう制度です。

※本人と世帯の課税状況や所得に応じて、基準額をベースに段階別に設定されております。

※対象となる方には、５月中旬に変更通知書をお送りいたします。

◆特別徴収の平準化について

　保険料が年金から天引きされている方について７月に年間保険料が確定するまでの間、仮徴収（４・６・８月）
額は、前年度２月と同額となっております。
　この場合、年度の前半（仮徴収：４・６・８月）と後半（本徴収：10 ・12・２月）で保険料の額に大きな差が生じ
ることがあります。
　そのため、平成21年度からその差額をできる限り解消するために６月および８月の「仮徴収」額を調整し、保
険料の平準化（特別徴収される保険料の金額をできる限り均一にならすこと）を実施することになりました。
　この平準化の対象となる方は、平準化した後の４月と６月の保険料の差額が一定額 （3,000円） 以上の方となりま
す。（ただし、収入に変動のあった方などは、平準化ならない場合があります）     

《参考例》介護保険料第４段階の方で、保険料年額が 40,800円　４月に 10,100円徴収された方

◆平成21年度の介護保険料および後期高齢者医療保険料の決定通知書等について

　７月中旬に決定通知書が郵送されますので、内容をご確認ください。

< 介護保険料・後期高齢者医療保険料のお知らせ >

扌

介護保険料の
高畠町基準額

40,800円︵年額︶

介護給付に
かかる費用

65歳以上の
負担分︵20％︶ 65歳以上の人数　　　　　　　　　 　＝　　　　　　　　　　　 ×　　　　　　　　　　　 ÷

50％
（市町村・県・国） 30％

20％

半分を公費で
まかないます

40～64歳の方の
保険料

65歳以上の方の
保険料
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ほろよい気分で

　　　ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ　　　　　　ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ　　　
　

歌 で人生の思い出を

地域の活性化を目指して

Ｖ リーグを目指して自 転車で出かけよう

火 の用心

20 年30年に新たな一歩

　深沼から南陽市竹原までを結ぶ国道113号赤湯バイ
パス（7.2㎞）が全線開通し、３月27日㈮、南陽市高梨
で開通式が行われました。
　赤湯バイパスは、地域高規格道路『新潟山形南部連
絡道路』の一部となっており、地域経済の発展と観光
や文化面までの広域的な交流拡大が可能となり、高畠
町の活性化が図られるものと期待されます。

　まほろばの緑道とレンタサイクル利用者の安全を祈
願する安全祈願祭が、４月11日㈯、高畠町太陽館前
で行われました。
　祈願祭の後、初夏を思わせる天候の中、関係者や小
学生ら約30人が緑道でサイクリングを楽しみました。
　ゴールデンウィーク、ご家族、友達などでサイクリ
ングいかがですか。
◆料金／基本料金　500円
◆問合せ先／高 畠 町 太 陽 館　☎（57）４１７７
　　　　　　道の駅たかはた　☎（52）５４３１

　昭和54年から新酒ができる時期に開催している、
第30回目の米鶴酒造「蔵開き」が４月５日㈰開かれ
ました。
　今年は開店前から大勢の人が並ぶなど1,880人の人
が訪れ、「酒のきき当て」や「ふなくち酒の試飲」、「須
貝智郎＆ＡＫＥＭＩ」さんのコンサートや地元「上駄
子町美人会」のよさこいとホロ酔い気分で楽しんでい
ました。

　第11回全東北歌謡選手権大会と併せて山形、福島、
栃木の三県カラオケ決勝大会が４月５日㈰、町文化ホ
ールで開かれました。
　東北管内や遠くは千葉県からも全国大会へのキップ
をかけ270人が参加。情感たっぷりに１コーラスを歌
い上げていました。
　また、入場料の一部を福祉のためにご寄付いただき
ました。

【全国大会出場者】
　◎グランプリ　　福島県　渡辺恵子（曲・天草の女）
　○準グランプリ　山形市　山口セツ子
　　　　　　　　　　　　　（曲・テネシーワルツ）

　３月25日㈬、町内バレーボール部の競技力向上を
目的に、高畠町中学校バレーボール強化練習会が第三
中学校体育館で行われ、町内中学校のバレーボール部
が参加しました。
　講師に山形県バレーボール協会常任理事で、強化担
当の正野晶久氏を迎え、また日本女子体育大学バレー
ボールチーム18人にも参加してもらい、バレーボー
ルの特性や考え方に触れながら楽しく学ぶことがで
き、個別指導もいただくなど貴重な練習会でした。

　高畠町少年少女合唱団「エーデルワイス」10周年
記念コンサートが３月29日㈰、町文化ホールで行わ
れました。
　エーデルワイスは合唱の美しいハーモニーを創って
いく中で、お互いを思いやれるやさしい子どもたち
に成長してくれることを願い平成10年に発足しまし
た。現在は小学１年生から中学１年生まで団員27人
で、定期演奏会や町民音楽祭への参加、福祉施設への
慰問、町のイベントでの演奏など楽しく活動していま
す。
　当日は、高畠混声合唱団、卒団生、保護者合唱団も
参加して、やさしい愛あふれるハーモニーを客席に伝
えていました。

地域の防災に尽力

　平成20年度消防関係表彰伝達が３月27日㈮、消防
団員ら150人が参加し、町文化ホールで行われました。
　長年にわたり消防業務に貢献、日々精錬された個
人・事業所等を対象に、平成20年度は消防庁長官表
彰をはじめとする６つの表彰・感謝状が163人、１事
業所と第３分団第４部に伝達されました。
　地域防災の重要性が言われる今日、消防団員のさら
なる活躍が期待されます。

　空気の乾燥する季節、全国各地で火災が相次いでい
ます。４月11日㈯には、和田地区において約7.4㌶を
焼く山火事が発生しました。
　火災はみなさんの大切な人や物、思い出を一瞬で燃
やし去ってしまいます。
　火の取り扱いには十分注意し、就寝前には火の元点
検を行い、火災の発生を未然に防ぎましょう。
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短　

歌
最
高
賞

置
き
薬
を
数
え
如
月
の
雪
の
少
な
さ

笑
顔
で
話
す

桜
木
町
　
遠

藤

和

子（
３
月
）

︽
選
者
の
こ
と
ば
︾

　

こ
の
歌
は
、
如
月
の
雪
の
少
な
さ

を
笑
顔
で
言
っ
た
有
様
が
想
像
出
来

て
、
そ
し
て
そ
の
裏
に
作
者
の
春
を

待
つ
心
が
見
え
、
不
断
の
生
活
の
中

で
の
世
間
話
を
薬
屋
と
の
対
話
に
し

ぼ
っ
て
ま
と
め
た
点
に
作
者
の
力
量

が
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
な
気
が
す

る
。

　

佳
　
作　
　
　
　
　
　
　

掲
載
順

背
の
君
の
逝
か
れ
し
事
も
知
ら
ざ
る

や
病
院
の
ベ
ッ
ド
に
妹
無
心

二
井
宿
　
勿

忘

草（
４
月
）

　

主
人
が
亡
く
な
っ
た
時
、
そ
の
妻

が
、
そ
れ
を
無
心
に
見
守
っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
作
者
の
深
い
哀
憐
の
情
が

こ
も
っ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

孫
も
早
や
婚
姻
届
済
む
知
ら
せ
祝
福

の
中
さ
び
し
く
も
あ
り

福
　
沢
　
山

中

　

道（
６
月
）

　

孫
の
結
婚
の
決
ま
っ
た
こ
と
を
喜

ぶ
気
持
ち
と
心
の
奥
に
さ
び
し
さ
を

感
じ
る
と
い
う
人
間
の
心
の
矛
盾
を

う
ま
く
表
現
し
て
い
る
。

逝
き
し
娘こ

の
三み

た

び度
の
夏
は
巡
り
来
て

か
の
日
の
如
く
む
く
げ
咲
き
た
り

元
町
三
　
髙
橋
杜
代
子（
８
月
）

　

天
逝
し
た
娘
を
想
う
悲
し
み
を
む

く
げ
の
花
の
よ
う
に
一
日
の
う
ち
に

儚
く
散
る
さ
び
し
さ
に
想
い
を
托
し

た
歌
の
よ
う
に
お
も
え
る
。

明
日
と
い
う
日
の
あ
る
こ
と
を
当
然

と
西
日
う
け
つ
つ
明
日
の
米
研
ぐ

馬
　
頭
　
渡
部
美
代
子（
10
月
）

　

老
練
な
歌
で
明
日
が
く
る
こ
と
を

信
じ
な
が
ら
米
を
研
い
で
い
る
様
子

が
目
に
見
え
て
く
る
。
何
で
も
な
い

こ
と
が
作
者
の
心
の
ア
ン
テ
ナ
に
か

か
っ
た
よ
う
だ
。

ご
真
影
に
頭
を
た
れ
て
下
校
せ
し
を

世
相
変
わ
り
て
今
は
な
つ
か
し

泉
　
岡
　
日
下
や
ゑ
子（
12
月
）

　

天
皇
の
お
写
真
に
頭
を
下
げ
て
帰

ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
戦
前
・
戦
中

と
今
の
世
を
比
べ
る
と
反
っ
て
む
か

し
が
懐
か
し
い
と
い
う
、
有
為
転
変

の
世
の
中
を
歌
っ
て
い
る
。

俳　

句

雪ゆ
き
げ
ば
た

解
畑
曲
り
し
腰
の
し
ゃ
ん
と
伸
ぶ

竹
　
森
　
阿

部

と

よ（
４
月
）

︽
選
者
の
こ
と
ば
︾

　

畑
の
雪
も
消
え
て
土
が
見
え
出
し

た
。
農
耕
へ
の
希
望
が
高
ま
り
、
冬

中
こ
た
つ
骨
を
つ
か
ん
で
い
た
曲
り

腰
も
し
ゃ
ん
と
伸
び
て
き
た
。

　

明
る
く
頼
も
し
い
農
業
婦
人
の
姿

が
美
し
く
描
き
出
さ
れ
た
佳
句
で
あ

る
。

　

佳
　
作　
　
　
　
　
　
　

掲
載
順

笹
巻
や
乳
歯
の
抜
け
し
笑
い
顔

深
　
沼
　
寒
河
江
孝
子（
６
月
）

　

よ
ろ
こ
ん
で
笹
巻
を
ほ
お
ば
る
幼

な
子
。
乳
歯
の
抜
け
た
顔
が
な
ん
と

も
愛
ら
し
い
。
ほ
ほ
笑
ま
し
い
家
族

の
一
と
き
が
明
る
く
描
け
た
。

歯
科
の
椅
子
ゆ
っ
く
り
倒
れ
雲
の
峰

福
　
沢
　
山

中

よ

し（
８
月
）

　

歯
医
者
さ
ん
の
椅
子
に
座
っ
て
、

そ
れ
が
倒
さ
れ
る
時
の
あ
の
緊
張

感
。
ふ
と
見
上
げ
る
と
窓
越
し
に
入

道
雲
が
見
え
ほ
っ
と
し
た
感
じ
が
よ

く
描
け
て
い
る
。

お
日
さ
ま
と
風
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る

野
菊

飯
　
森
　
皆

川

京

子（
12
月
）

　

メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
句
。
小
春
日
和
の
そ
よ
風
に
身

最
高
賞

を
ま
か
せ
て
い
る
野
菊
の
可
憐
な
景

が
よ
く
詠
ま
れ
て
い
る
。

神
棚
の
蕪
の
芽
の
び
て
女
正
月

泉
　
岡
　
日
下
や
ゑ
子（
３
月
）

　

お
正
月
の
縁
起
物
と
し
て
神
棚
に

供
え
た
蕪
が
、
15
日
の
女
正
月
に
は

も
う
芽
を
伸
ば
し
て
い
る
と
い
う
目

出
た
い
景
が
ほ
ほ
笑
ま
し
く
詠
ま
れ

て
い
る
。

暖
冬
に
寒
さ
身
に
し
む
派
遣
切
り

上
和
田
　
大

浦

秀

一（
３
月
）

　

昨
秋
か
ら
「
派
遣
切
り
」
が
大
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
労
働
者
を
使
い

捨
て
の
雑
巾
の
よ
う
に
扱
っ
て
は
、

資
本
主
義
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な

い
こ
と
を
知
る
べ
き
だ
。
立
派
な
社

会
詠
。

　

平
成
20
年
度
の
広
報
た
か
は
た
文
芸
欄
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
は
俳
句

１
５
５
点
、
短
歌
１
６
５
点
、
川
柳
１
４
０
点
、
詩
20
点
の
合
計
４
８
０

点
で
し
た
。
そ
の
中
か
ら
最
高
賞
と
佳
作
を
選
者
の
方
に
選
定
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
表
彰
式
は
６
月
14
日
㈰
に
開
催
す
る
﹁
投
稿
者
と
選
者
の

つ
ど
い
﹂
の
中
で
行
い
ま
す
。

梅　

津　

重　

郎
・
選

沢　

田　

稲　

花
・
選

詩

川　

柳

最
高
賞

最
高
賞

介
護
し
て
心
と
言
葉
丸
く
す
る

「
丸
」　
　
安
久
津
　
佐
藤
タ
カ
子

︽
選
者
の
こ
と
ば
︾

　

お
姑
さ
ん
の
日
夜
介
護
で
、
自
身

も
疲
労
の
た
め
入
院
な
さ
れ
た
事
も

あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

退
院
後
も
引
き
続
き
介
護
と
の
こ

と
。
優
し
い
心
と
言
葉
、
か・
・ど
を
た

て
ず
に
丸
く
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
願

い
ま
す
。

　

佳
　
作

花
丸
を
貰
い
駆
け
出
す
ラ
ン
ド
セ
ル

「
丸
」　
　
一
本
柳
　
金

子

静

香

　

一
年
生
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル

が
花
丸
を
貰
っ
て
大
喜
び
で
駆
け
出

し
て
い
る
。
目
に
浮
か
ん
で
き
ま

す
。
会
心
の
作
で
す
。

人
生
た
の
し
本
音
で
語
る
友
が
い
る

「
友
」　
　
泉
　
岡
　
日
下
や
ゑ
子

　

親
友
悪
友
、
幼
な
友
ど
ん
底
に
手

を
貸
す
頼
も
し
い
友
、
温
か
く
見
守

る
友
等
が
あ
る
な
か
で
、
本
音
で
語

る
友
が
い
る
。
長
寿
の
秘
密
源
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
老
練

の
句
で
す
。

こ
の
一
票
世
相
を
変
え
る
投
票
紙

「
紙
」　
　
深
　
沼
　
武
田
勢
津
子

　

紙
は
身
近
な
存
在
だ
け
に
各
方
面

に
わ
た
っ
て
重
宝
が
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
一
票
一
票
の
積
み
重
ね

大
事
な
こ
と
。
棄
権
は
し
な
い
よ
う

清
き
一
票
を
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

心
身
を
豊
か
に
ケ
ア
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

「
心
」　
　
根
　
岸
　
金

子

協

子

　「
大
き
な
お
に
ぎ
り
」

筋
　
　
里

山（
５
月
）

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生

た
だ
い
ま
ー
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
は
ら

へ
っ
た
ー
、
何
か
な
い
か
ー
、
お
や

つ
ち
ょ
う
だ
い
ー

孫
は
そ
う
言
っ
て
帰
っ
て
来
た

ま
だ
保
育
園
の
気
持
ち
が
抜
け
て
い

な
い

よ
し
、
ま
っ
て
い
ろ
、
今
作
っ
て
く

れ
る
か
ら
な
ー

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
大
き
な
お
に
ぎ
り
を

作
っ
た

う
わ
ー
　
お
に
ぎ
り
か
、
が
っ
か
り

そ
う
だ
よ
、
は
ら
の
へ
っ
た
時
は

お
に
ぎ
り
だ
よ

だ
ま
っ
て
パ
ク
パ
ク
食
べ
た

あ
あ
ー
う
ま
か
っ
た

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
笑
っ
て

馬
何
匹
買
っ
た
の
や

と
言
っ
た
ら

き
ょ
と
ん
と
し
た
目
で

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
を
見
た

あ
あ
、
こ
れ
は
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
遊
び

こ
と
ば
だ
ヨ

と
言
っ
て

孫
を
だ
き
し
め
て
笑
っ
た

︽
選
者
の
こ
と
ば
︾

　

里
山
さ
ん
の
投
稿
作
品
は
、
孫
へ

の
愛
情
を
中
心
に
し
た
も
の
が
多

橘　
　

朱　

果
・
選

髙　

橋　

勝
柳
子
・
選

い
。
「
大
き
な
お
に
ぎ
り
」
は
幼
児

の
い
る
家
庭
な
ら
ど
こ
で
も
見
ら
れ

る
光
景
で
あ
る
。

　

腹
を
す
か
し
て
帰
っ
て
来
た
孫
の

活
気
に
満
ち
た
姿
が
い
き
い
き
と
と

ら
え
ら
れ
て
い
る
。
一
見
い
か
に
も

無
造
作
に
書
い
て
い
る
よ
う
で
、
し

か
し
そ
の
描
写
は
的
確
で
生
彩
に
富

ん
で
い
る
。

　

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
は
ら
へ
っ
た
！

何
か
な
い
か
！
」
「
よ
し
、
ま
っ

て
い
ろ
、
つ
く
っ
て
く
れ
る
か
ら

な
！
」
「
う
わ
！
お
に
ぎ
り
か
、

が
っ
か
り
」
「
そ
う
だ
よ
、
は
ら
の

へ
っ
た
時
は　

お
に
ぎ
り
だ
よ
」

　

こ
の
孫
と
の
会
話
は
す
ば
ら
し

い
。
孫
の
こ
こ
ろ
は
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

１
０
０
％
全
開
し
て
い
る
。
全
幅
の

信
頼
が
あ
る
。
受
け
て
立
つ
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
こ
れ
ま
た
肝
っ
玉
ば
あ

ち
ゃ
ん
で
あ
る
。
昔
か
ら
培
っ
て
き

た
経
験
が
あ
る
。
絶
対
の
自
信
が
あ

る
。

　

「
あ
あ
ー　

う
ま
か
っ
た
」
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
笑
っ
て
「
馬
何
匹
買
っ
た

の
や
」
と
。
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
ば
あ

ち
ゃ
ん
で
も
あ
る
。

　

そ
し
て
、
落
ち
は
「
孫
を
抱
き
し

め
て
笑
っ
た
」
で
あ
る
。

　

今
や
、
形
だ
け
の
家
庭
や
崩
壊
家

庭
が
報
道
さ
れ
る
中
で
、
人
間
の
き

ず
な
が
骨
太
に
し
っ
か
り
結
ば
れ
て

い
る
こ
の
詩
の
世
界
は
、
か
つ
て
は

ど
こ
に
も
存
在
し
て
い
た
。
家
庭
や

家
庭
の
あ
り
か
た
の
原
初
的
な
姿
を

こ
と
ば
と
し
て
こ
こ
に
結
晶
さ
せ
た

と
い
う
点
で
高
く
評
価
さ
れ
る
。

　

佳
　
作

「
無
題
二
つ
」

馬
　
頭
　
渡
部
美
代
子（
２
月
）

（
紙
面
の
都
合
で
作
品
は
省
略
）

　

改
め
て
数
え
て
み
る
と
、
五
・
七
・

五
・
七
・
七
で
短
歌
で
も
あ
る
。
し
か

し
、
詩
と
し
て
投
稿
さ
れ
た
。

　

渡
部
さ
ん
は
短
歌
部
門
で
本
紙
年

間
賞
を
何
度
か
受
賞
さ
れ
て
い
て
、

短
歌
に
優
れ
た
世
界
を
創
造
し
て
お

ら
れ
る
。
こ
の
詩
も
短
歌
と
し
て
も

優
れ
て
い
る
。

　

情
緒
に
流
さ
れ
る
の
を
拒
否
し
な

が
ら
、
そ
れ
で
い
て
背
景
に
確
固
た

る
抒
情
が
流
れ
て
い
る
。

※
賞
の
対
象
は
町
内
在
住
者
と
し
ま
し
た
。

　「投稿者と選者のつどい」に

　　　　　　　　参加してみませんか？

　「投稿者と選者のつどい」を６月14日㈰
に開催します。受賞者ならびに投稿者に
は、後日ご案内いたします。また、これか
ら投稿してみたい、つどいに興味のある方
など、お気軽にお問い合わせください。
◆問合せ先…町企画課「文芸欄」
　　　　　　☎（52）４４７６まで

　

人
間
に
一
番
大
切
な
も
の
は
心
で

あ
り
ま
す
。
ケ
ア
す
る
に
は
爽
快
な

気
分
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
が
大
事

だ
。
明
快
な
句
で
す
。

男
女
の
名
決
め
て
産
む
日
の
指
を
折
り

「
ふ
く
ら
む
」　
　
　

二
井
宿
　
御

田

俊

坊

　

男
・
女
児
の
名
前
、
幸
福
な
意
味

を
込
め
て
決
め
て
、
産
む
日
を
指
折

り
数
え
心
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
安
産
を

祈
り
ま
す
。
な
お
、
作
者
自
身
は
子

供
さ
ん
が
お
り
ま
せ
ん
が
、
他
人
を

思
っ
て
の
作
句
で
す
。

広報たかはた　文芸

思いあふれる文芸の数々

年間賞の発表
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高畠町立図書館
☎（52）4493

こ
ど
も
の
本

お
と
な
の
本

に行かなくちゃ！

開館時間／
火曜日から金曜日
　９時～19時
土・日曜日・祝日
　９時～17時

＜おはなし会＞
５月９日㈯
10時30分～

町立図書館にて

高畠町立図書館
◎５月の休館日

●は休館日

　今月の「企画展」
『絵本のせかいへ』
　４月23日はこども読書の日。これにちなんでた
くさんの絵本を展示しています。お気に入りの１
冊をみつけてくださいね。

図 書 館

★ブラザー・サン　シスター・ムーン
恩田陸　河出書房新社

★楊令伝
北方謙三　集英社

★警官の紋章
佐々木譲　角川春樹事務所

★起きていることはすべて正しい
勝間和代　ダイヤモンド社

★なにを食べたらいいの？
安部司　新潮社

★英雄の書
宮部みゆき　毎日新聞社

　そこは禁忌の地。「あれ」が獄を
破った。戦いが始まる…。「英雄」
に取り憑かれた兄を救うため、友理
子は物語の世界へと旅立った。ふた
りの幼子と、ひとりの僧侶と、ひと
りの魂なき流浪者の織りなす、忌ま
わしき命の物語。

☆ぼくのとくいわざ
よぐちたかお　福音館書店

☆おつきさまのやくそく
いとうひろし　講談社

☆ランドセルのはるやすみ
村上しいこ　ＰＨＰ研究所

☆創竜伝
田中芳樹　講談社

☆ギネス世界記録２００９
ゴマブックス

☆たんじょうびはきのうえで
きむらゆういち　講談社

　大好きなモリリンのたんじょうび
の日、サルのモンタはとびきりお
しゃれして、プレゼントを抱えて、
お祝いに出かけました。ところが、
プレゼントは落とし、服は汚れ、オ
オカミには襲われ、特別なはずの１
日が最悪に…？

町立 図書 館

火

５
12
19
26

日

３
10
17
24
31

土
２
９
16
23
30

金
１
８
15
22
29

水

６
13
20
27

木

７
14
21
28

月

４
11
18
25

《高畠町文化ホール自主企画事業》 問合せ先／高畠町文化ホール☎（52）４４８９

●開場18:30　
●開演19:00

６/３●水
高畠町文化ホールまほら

全席自由 4,000円
　※未就学児の入場はお断りいたします。
　　また、乳児の同伴はできません。

前売券好評発売中

高砂屋菓子店／高畠町太陽館／道の駅たかはた
米沢サティ／八文字屋長井店／高畠町文化ホール
ローソンチケット（Ｌコード：２２２１１）
チケットぴあ（Ｐコード：３１７－８３３）

因幡 晃 アコースティックコンサート 2009

『羽州街道　散歩道』

チケット取り扱い

映画「西の魔女が死んだ」高畠町上映会　４月24日㈮　19時開演

開催日：４月26日㈰　　場　所：町立図書館
内　容：◇子どもの本を無料でブックコート（1人 1冊）　
　　　　　午前９時～午後４時　
　　　　◇お話会　午前10時～10時30分
　　　　◇昔ばなしのスクリーン上映会　１回目　午前10時30分～　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２回目　午後３時～

子ども読書まつりを

開催します

【次回〆切り日】
詩・川柳とも

平成21年５月29日㈮まで

▼
作
品
の
送
り
先
は
…
〒
９
９
２

－

０
３
９
２
大
字
高
畠
４
３
６
町
企
画
課
「
文
芸
欄
」
ま
で
。
川
柳
、
俳
句
、
短
歌
部
門
は

　

部
門
を
明
記
の
う
え
ハ
ガ
キ
１
枚
に
。
詩
部
門
に
つ
い
て
は
便
箋
等
に
記
入
し
、
封
書
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
な
お
、
川
柳
は
１
人
２
句
ず
つ
と
し
ま
す
。

次
回
課
題
：﹁
飛
﹂

﹁
笑
﹂

秀　

老
人
会
一
夜
の
宿
で
笑
い
こ
け　
　
　
　
　

夏　

刈　

吉
田
か
つ
み

〃　

笑
う
な
と
言
わ
れ
り
ゃ
ま
た
も
笑
っ
ち
ゃ
う
二
井
宿　

志
賀
マ
ツ
子

〃　

孫
の
顔
一
つ
の
し
ぐ
さ
に
ウ
フ
ッ
笑
い　
　

弥
生
町　

太

田

邦

緒

〃　

春
始
め
並
ぶ
顔
触
れ
皆
笑
顔　
　
　
　
　
　

福　

沢　

遠

藤

と

も

〃　

老
い
ら
く
の
笑
窪
は
い
ず
こ
恋
遠
し　
　
　

福　

沢　

吉

田

三

郎

〃　

９
チ
ャ
ン
ネ
ル
ね
ほ
だ
れ
観
て
大
笑
い　
　

福　

沢　

沖
田
美
佐
子

〃　

き
み
ま
ろ
に
爆
笑
誘
う
バ
ス
の
旅　
　
　
　

弥
生
町　

皆
川
ゆ
た
か

〃　

笑
い
呼
ぶ
輪
投
げ
の
ゲ
ー
ム
輪わ

と
話わ

と
和わ　

福　

沢　

山

中

よ

し

〃　

乳
呑
子
の
神
秘
的
な
も
ぞ
笑
い　
　
　
　
　

金　

原　

菅

野

信

一

〃　

二
段
腹
鏡
餅
だ
と
孫
笑
う　
　
　
　
　
　
　

亀　

岡　

大

槻

京

子

〃　

ト
ラ
ン
プ
で
鬼
が
滞
在
苦
笑
い　
　
　
　
　

佐　

沢　

戸

田

誠

一

〃　

み
ど
り
児
の
笑
顔
家
族
の
心
の
灯　
　
　
　

上
和
田　

大

浦

秀

一

〃　

あ
い
さ
つ
の
笑
顔
人
と
の
潤
滑
油　
　
　
　

上
和
田　

大

浦

ち

よ

〃　

福
を
呼
ぶ
笑
い
上
手
な
お
人
柄　
　
　
　
　

泉　

岡　

日

下

艶

子

〃　

焦
ら
ず
に
笑
い
と
涙
で
生
き
て
行
く　
　
　

泉　

岡　

本

田

登

呂

〃　

笑
顔
っ
て
心
豊
か
に
す
る
魔
法　
　
　
　
　

福　

沢　

佐
藤
百
合
子

〃　

振
り
向
け
ば
笑
い
と
涙
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー　
　

根　

岸　

金

子

協

子

〃　

お
み
く
じ
を
開
き
思
わ
ず
笑
み
こ
ぼ
れ　
　

桜
木
町　

遠

藤

和

子

〃　

初
孫
の
成
人
式
に
笑
顔
見
る　
　
　
　
　
　

安
久
津　

佐
藤
タ
カ
子

〃　

よ
る
ご
は
ん
み
ん
な
え
が
お
で
は
な
そ
う
よ
亀　

岡　

山

木

風

花

〃　

お
題
見
て
親
子
で
指
折
り
笑
み
ふ
た
つ　
　

亀　

岡　

山

木

由

美

〃　

先
駆
け
て
黄
色
に
笑
う
万
作
花　
　
　
　
　

露　

藤　

髙
橋
藤
の
露

〃　

泣
き
笑
い
人
生
す
で
に
高
齢
者　
　
　
　
　

石　

岡　

川

井

み

よ

〃　

笑
顔
か
ら
心
ほ
ぐ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
　

馬　

頭　

渡
部
美
代
子

〃　

栄
冠
の
笑
顔
辛
苦
の
過
去
を
消
す　
　
　
　

上
和
田　

鏡　

た
か
子

客　

再
会
は
笑
顔
で
迎
え
酒
を
酌
む　
　
　
　
　

二
井
宿　

御

田

俊

坊

〃　

ね
ほ
だ
れ
に
哄こ

う
し
ょ
う笑
博
す
名
演
技　
　
　
　
　

亀　

岡　

齊

藤

坂

夫

〃　

合
格
に
笑
み
に
ほ
こ
ろ
ぶ
父
母
の
顔　
　
　

三
条
目　

横

山

進

助

〃　

笑
っ
ち
ゃ
う
神
風
吹
い
て
勝
つ
な
ん
て　
　

泉　

岡　

日
下
や
ゑ
子

〃　

大
爆
笑
侍
ジ
ャ
パ
ン
世
界
一　
　
　
　
　
　

露　

藤　

近

野

葉

津

人　

修
羅
越
え
た
八
十
路
の
母
の
笑
い
皺　
　
　

深　

沼　

武
田
勢
津
子

地　

お
か
ず
よ
り
薬
の
数
で
笑
顔
増
え　
　
　
　

山　

崎　

佐

藤

元

一

天　

粒
粒
辛
苦
笑
顔
零
れ
る
米
寿
宴　
　
　
　
　

一
本
柳　

金

子

静

香

軸　

足
枷
を
解
か
れ
て
新
春
の
笑
い
抱
く　
　
　
　
　
　
　

選

者

吟

春
の
は
じ
め
に　

ふ
る
雪
は

冬
の
思
い
出　

な
ご
り
雪

さ
ざ
ん
か
の　

は
な
び
ら
に

別
れ
の
こ
と
ば　

さ
さ
や
い
た

春
の
は
じ
め
に　

ふ
る
雪
が

町
を
や
さ
し
く
つ
つ
み
こ
む

ひ
い
ら
ぎ
の　

葉
の
上
に

ふ
わ
り
と
お
ち
て　

す
ぐ
消
え
た

春
の
は
じ
め
に　

ふ
る
雪
は

冬
の
最
後
の　

お
く
り
も
の

な
に
も
な
い　

原
っ
ぱ
に

き
れ
い
に
咲
い
た　

白
い
花

（
評
）
さ
ざ
ん
か
、
ひ
い
ら
ぎ
と
も

に
冬
に
白
花
を
つ
け
て
咲
く
。
冬
の

花
に
も
別
れ
を
告
げ
て
春
を
迎
え
る

寸
前
の
景
。
童
謡
風
の
詩
で
あ
る
。

春
の
雪

ふ
る
里

相　

森　

山　
　
　

橘

春
の
風福　

沢　

沖
田
美
佐
子

ふ
る
さ
と二

井
宿　

志
賀
マ
ツ
子

バ
ス
の
車
窓
か
ら　

む
う
っ
と
す
る
ほ
ど

田
畑
の
土
の
匂
い
と　

山
の
息
吹
の

よ
う
な
匂
い
が

い
っ
せ
い
に
、
わ
た
し
の
胸
の
中
に

入
っ
て
く
る
。

道
路
わ
き
の
す
す
き
の
穂
が
風
に
ゆ
れ
て

わ
た
し
を
迎
え
て
く
れ
る
か
の
よ
う
に

大
勢
で　

お
い
で
お
い
で
と

手
招
き
し
て
い
る
。

　

眩
し
い
ほ
ど
き
れ
い
な
ふ
る
里
の
景
色

　

わ
た
し
が
生
ま
れ
育
っ
た
心
の
原
点

　

い
つ
も
の
何
の
変
わ
り
も
な
い
自
然

　

の
風
景
な
の
に　

偉
大
な
る
安
心
感

「
た
だ
い
ま　

や
っ
ぱ
り
帰
っ
て
き

た
よ
。
こ
ん
な
田
舎
の
ど
こ
が
い
い

の
か
ね
え
。」

（
評
）
作
者
は
何
十
年
ぶ
り
か
で
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
来
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

懐
か
し
い
匂
い
や
す
す
き
の
穂
な
ど

何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し

「
安
心
」が
あ
る
。い
や
し
が
あ
る
。

居
眠
り　

筋　
　

里　
　
　

山

春
の
日
ざ
し
に
う
と
う
と
居
眠
り

軒
下
に
う
め
も
ど
き
を
置
い
て
あ
る

一
羽
の
山
鳥
が
赤
い
実
を
も
と
め
て

飛
ん
で
き
て
チ
ュ
ン
〳
〵
鳴
い
て
い
る

ば
あ
さ
ん　

居
眠
り
し
て
い
る
の

毎
日
の
よ
う
に
実
を
も
と
め
て

逢
い
に
く
る
山
鳥

今
日
は
居
眠
り
し
て
い
な
い
ね
チ
ュ
ン

居
眠
り
は
し
て
い
な
い
け
れ
ど

針
に
糸
が
と
う
せ
ん
や

ば
あ
さ
ん　

私
の
目
よ
り
も
大
き
い
の
に

針
の
穴
見
え
な
い
の
チ
ュ
ン

何
を
作
っ
て
い
る
の
？

野
の
仕
事
に
使
う
手
刺
し
を
作
っ
て

い
る
の
さ

山
鳥
は
赤
い
実
を
食
べ
て
飛
ん
で
行
っ
た

（
評
）
作
者
と
自
然
と
の
間
に
溝
は

な
い
。
だ
か
ら
山
鳥
と
も
会
話
が
成

り
立
つ
。
あ
の
世
と
こ
の
世
の
境
も

な
い
よ
う
な
世
界
で
あ
る
。

ふ
き
の
と
う
が
小
さ
い
顔
を
出
し
た
。

新
緑
の
草
の
間
か
ら
可
愛
ら
し
い
花

も
咲
き
出
し
た
。

雲
ひ
と
つ
な
い
青
い
空

桜
が
咲
く
の
が
待
ち
遠
し
い
。

す
う
ー
っ
と
こ
こ
ち
よ
い
春
の
風
が

頬
を
な
で
る
。

（
評
）
草
・
花
・
空
・
桜
・
春
風
一

つ
一
つ
が
春
の
到
来
を
知
ら
せ
て
く

れ
る
。そ
の
喜
び
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

オ
ー
イ
ふ
る
さ
と
さ
ん　

ふ
る
さ
と
さ
ん

今
頃
み
ん
な
ど
う
し
た
ろ

元
気
で
い
る
か
い　

達
者
か
い

雪
も
今
年
は
多
い
だ
ろ
う

風
邪
な
ど
ひ
く
な　

元
気
で
な

オ
レ
は
気
楽
な
お
や
じ
だ
が

捨
て
た
故
郷
に
未
練
は
な
い
が

今
じ
ゃ
故
郷
も
変
わ
っ
た
ろ

あ
の
頃
オ
レ
も
若
か
っ
た
な

（
評
）
若
い
頃
出
郷
し
た
者
の
立
場

で
う
た
っ
た
も
の
。「
捨
て
た
故
郷

に
未
練
は
な
い
が
」、
年
を
と
っ
た

今
か
な
り
「
未
練
」
を
持
っ
て
い
る

よ
う
で
も
あ
る
。

馬　

頭　

渡
部
美
代
子

髙
橋
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～きらきら笑顔！～ （高畠町健康増進計画）

『メタボ予防にも！アルコールとの上手なおつきあい』

内臓脂肪をためにくい飲み方のポイント

　“酒は百薬の長”とも言われるアルコールで

すが、上手につきあうために皆さんはどのよ

うな工夫をしていますか？

　多量にお酒を飲み続けると、脂肪肝や肝炎

などの肝障害、咽頭・食道のがんなどの危険

を高めます。

　また、エネルギーの取り過ぎとなり、メタ

ボリックシンドロームなどの原因となる場合

も少なくありません。

①休“肝”日をつくりましょう

　　飲まない日を決めて、肝臓を休めましょう。

②脂肪の多いつまみを控えましょう

　　アルコールは食欲を増します。カロリーの高

　いつまみを食べすぎてしまうことにも注意が必

　要です。

町の乳がん検診・子宮がん検診をお申し込みの方へ

検診会場のお知らせ

今年の

乳がん・子宮がん

検診は

げんき館

公立高畠病院
で行います

今年度の乳がん検診・子宮がん検診を

げんき館および公立高畠病院 で行います。

また、乳がん・子宮がん検診に併せて、

特定健診や他のがん検診も同じ日に受診で

きます。

なお、詳しいご案内を後日、乳がん検診・

子宮がん検診お申し込みの方にお送りいた

します。

③量や時間を決めましょう
　　ビールやチューハイなど、何杯も飲めばエネ

　ルギーは以外に多いものです。飲む時は量や時

　間を決めて切り上げるよう心がけましょう。

生ビールだと200kcal

チューハイだと

　　　　　　397kcal

中ジョッキ１杯
（500㎖）で…

平成21年度　ポリオ予防接種日程表（春期）

◎会場：高畠町健康管理施設「げんき館」　◎受付時間：13時～13時30分
◎持ち物：母子健康手帳、予防接種手帳（予診票）

●問合せ先／町健康福祉課健康推進室（げんき館内）　☎（52）５０４５

「げんき館」「げんき館」みんなの健康ガイド

期　　　日 対象児／１回目 対象児／２回目 その他

平成21年５月12日㈫
平成20年７月１日～

平成20年８月21日生
平成20年１月１日～

平成20年２月１日生

左記以外で７歳までの
未接種のお子さん

５月18日㈪
平成20年８月22日～

平成20年９月12日生
平成20年２月２日～

平成20年３月26日生

５月22日㈮
平成２0年９月13日～

平成20年10月８日生
平成20年３月27日～

平成20年４月23日生

６月２日㈫
平成20年10月９日～

平成20年11月16日生
平成20年４月24日～

平成20年５月20日生

６月10日㈬
平成20年11月17日～

平成20年12月31日生
平成20年５月21日～

平成20年６月30日生

平成21年度　献血予定表
期　　　日 時　　　間 会　　　場 内　　　容 備　　　考

平成20年６月10日㈬ 12：00～16：00 生 涯 学 習 館

200㎖、400㎖献血 成分献血は行いません

７月９日㈭
９：00～11：00 高 畠 町 商 工 会

13：00～16：00 公 立 高 畠 病 院

９月16日㈬
９：00～10：30 和 田 地 区 公 民 館

11：30～13：00 亀 岡 地 区 公 民 館

９月25日㈮
９：00～10：00 上 駄 子 町 公 民 館

12：00～16：00 町 中 央 公 民 館

12月８日㈫ 14：00～16：00 屋 代 地 区 公 民 館

平成22年１月27日㈬ 12：00～16：00 町 中 央 公 民 館

対　　　象　　　者 種　　　　　　類

幼稚園などの年長児
　（平成15年４月２日～平成16年４月１日生まれ） 麻しん・風しん混合（第２期）

小学６年生
　（平成９年４月２日～平成10年４月１日生まれ） ジフテリア・破傷風混合（ＤＴ２期）

中学１年生
　（平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれ） 麻しん・風しん混合（第３期）

高校３年生相当の年齢
　（平成３年４月２日～平成４年４月１日生まれ） 麻しん・風しん混合（第４期）

◎接種期間：平成22年３月31日まで（この期間を過ぎると接種料金は全額自己負担になります）

　接種期間は１年間ありますが、効果的な予防のため、医療機関で、できるだけ６月末まで接種される
ことをお勧めします。（遅くとも夏休み中に済ませましょう）

予防接種はお早めに
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桜
の
つ
ぼ
み
も
ふ
く
ら
み
始
め
、
つ
く

し
ん
ぼ
う
も
顔
を
出
し
ま
し
た
。
い
よ
い

よ
春
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　
こ
の
度
、
高
畠
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
は
ス
タ
ッ
フ
の
顔
ぶ
れ
が
新
た
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

た
ち
、
お
う
ち
の
方
に
会
え
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
親
子
で
広

い
プ
レ
イ
ス
ペ
ー
ス
の
す
べ
り
台
、
ボ
ー

ル
プ
ー
ル
、
キ
ッ
チ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
絵
本

な
ど
で
自
由
に
ゆ
っ
た
り
遊
ん
で
い
た
だ

け
る
施
設
で
す
。
か
わ
い
い
子
ど
も
用
ト

イ
レ
、
授
乳
室
も
あ
り
ま
す
の
で
安
心
で

す
よ
。

　
午
前
は
９
時
30
分
か
ら
12
時
、
午
後
は

１
時
か
ら
４
時
ま
で
開
所
し
て
い
ま
す
。

時
間
内
は
自
由
に
来
所
で
き
ま
す
の
で
お

出
掛
け
つ
い
で
に
ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。

　
午
前
、
午
後
と
も
最
後
の
30
分
間
は
お

歌
や
読
み
聞
か
せ
の
お
楽
し
み
の
時
間
に

な
っ
て
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

﹁
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
﹂

問
合
せ
先
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

☎
�
０
３
５
０

▲上手にお名前言えるよ ▲広いお部屋で遊びましょう

〜
子
育
て
通
信
〜

〜
子
育
て
通
信
〜

高
畠
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

《高齢受給者証》
今月受給者証をお送りする方は
　昭和 14年４月２日生～昭和 14 年５月１日生の方
です。
　今月下旬にお送りしますので、ご確認ください。
国保以外の方は、現在加入している健康保険より交
付されます。
《乳幼児医療証》
今月末で更新が必要な方は
　新６歳児／平成15年４月２日生～平成15年５月１日生
　新５歳児／平成16年４月２日生～平成16年５月１日生
　新４歳児／平成17年４月２日生～平成17年５月１日生

　新３歳児／平成18年４月２日生
　　　　　～平成18年５月１日生
　新２歳児／平成19年４月２日生
　　　　　～平成19年５月１日生
　新１歳児／平成20年４月２日生
　　　　　～平成20年５月１日生

▼持ち物／①お子さんの健康保険証②印鑑（スタン
　プ印以外）③扶養者の平成 19年分の所得のわか
　るもの（平成20年１月１日に高畠町に住所が無
　い方）

▼申請受付期間／４月23日㈭～５月８日㈮

▼申請・問合せ先／町国保介護課医療給付室
☎（52）１３２７

今月の医療証

３月号に掲載した大場凛斗くんの名前が間違えていました。
正しくは凜斗くんです。お詫びして訂正いたします。

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

平
成
21
年
度
も
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
を
ご
利
用
さ
れ
る
方

保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　

国
民
年
金（
第
１
号
被
保
険
者
）に

加
入
さ
れ
て
い
る
学
生
で
、
所
得
が

１
１
８
万
円
以
下
の
場
合
、
申
請
し

て
承
認
さ
れ
れ
ば
在
学
期
間
中
の
保

険
料
を
後
払
い（
追
納
）で
き
る
制
度

で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
？

対
象
者
は
？

　

対
象
と
な
る
「
学
生
」
と
は
、
大

学（
大
学
院
）や
短
大
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
大
学
お
よ
び

各
種
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
、
昼

間
、
夜
間
、
定
時
制
、
通
信
制
課
程

の
学
生
で
す
。

申
請
は
？

▼
受
付
期
間
／
申
請
す
る
年
度
の
４

　

月
１
日
か
ら

▼
受
付
窓
口
／
町
住
民
生
活
課
（
住

　

民
票
を
登
録
し
て
い
る
市
役
所
・

　

町
村
役
場
）

　

毎
年
２
月
下
旬
ま
で
に
学
生
納
付

特
例
の
承
認
が
決
定
さ
れ
た
人
で
、

翌
年
度
以
降
も
同
じ
学
校
に
在
学
予

定
の
場
合
、
３
月
下
旬
に
社
会
保
険

庁
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
は
が
き
形
式

の
申
請
書
で
申
請
で
き
ま
す
。（
申
請

書
は
４
月
中
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
）

　

平
成
21
年
４
月
分
か
ら
月
々
の
保

険
料
が
月
額
１
４
、
６
６
０
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

年
金
を
支
え
る
力
と
給
付
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
た
め
に
、
保
険
料
の
段

階
的
な
引
き
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
町
住
民
生
活
課
町
民

　

室
・
国
民
年
金
担
当☎

�
１
３
４
５

　

米
沢
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
�
４
２
２
０

納付特例を受けた期間

の保険料は、納期限か

ら10年以内であれば納

付（追納）できます。

社会人になったら追納

しましょう!!

▼
必
要
な
物
／
◎
印
鑑
◎
在
学
証
明

　

書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
◎
所
得

　

が
あ
る
方
で
、
申
請
す
る
年
の
１

　

月
以
降
に
転
入
さ
れ
た
場
合
は
、

　

所
得
額
等
の
証
明（
源
泉
徴
収
票
、

　

確
定
申
告
書
の
写
し
等
）

▼
適
用
期
間
／
４
月
か
ら
翌
年
３
月

　

ま
で
の
１
年
間
で
す
。
在
学
期
間

　

中
は
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

町営住宅の入居者を募集します

名称・所在地 構造等

町営御入水団地Ａ棟22号室
大字安久津24

低層耐火構造２階建
（平成５年度建設）

▼ 入居資格／①収入月額が15万８千円以下（高
　齢者の方や身体に障害のある方は21万４千円
　以下）②現在住宅に困っている方

▼募集期間／５月11日㈪～19日㈫

▼申込・問合せ先／町建設課地域整備室
☎（52）４４８１

区分 収 入 月 額 家　賃

Ａ 　　　  0～104,000円 19,600円

Ｂ 104,001円～123,000円 22,700円

Ｃ 123,001円～139,000円 25,900円

Ｄ 139,001円～158,000円 29,200円

Ｅ 158,001円～186,000円 33,400円

Ｆ 186,001円～214,000円 38,500円

▼平成21年度家賃表／

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

高 畠 町 南 陽 市
発生件数（増減） 32（△17） 50（△６）
死 者 数（増減） ０（　０） ０（△１）
負傷者数（増減） 46（△17） 73（＋７）

※増減は前年同時期との比較です

平成21年３月31日現在の交通事故発生状況

平成21年
交通事故防止重点スローガン

１．国道等における
　　安全・安心・ゆとりロード作戦
　　（特に幹線道路での事故が多発傾向にあり
　　ます。交差点では、しっかり止まってはっ
　　きり確認しましょう）

２．高齢自転車・歩行者
　　「夜間ピカピカ」作戦
　　（交通事故防止のために、夜光反射材を身
　　に付けましょう）

満１歳になるお子さんを募集します

　（５月号に掲載するのは平成20年５月中に生まれたお子さんです）

●申込締切／５月８日㈮　　
●申込み先／町企画課広聴広報グループ　☎�４４７６
（応募はデジタルカメラのデータでも可能です）

平成20年４月28日生（露藤中） 平成20年４月18日生（弥生町） 平成20年４月10日生（露藤下） 平成20年４月６日生（入生田南） 平成20年４月１日生（弥生町）

お姉ちゃん大好き 食べることが大好きです 歌と踊りが大好き とてもやんちゃです おそうじ大好き

今
いま

 井
い

 正
まさ

 人
と

 くん 渡
わたなべ

部 花
か

 音
おん

 ちゃん 髙
たか

 橋
はし

 穏
しず

 空
く

 ちゃん 鈴
すず

 木
き

 美
み

 羽
う

 ちゃん 高
たか

 橋
はし

 宗
そう

 嗣
し

 くん
平成20年４月28日生（弥生町）

やんちゃ坊主です

東
とう

海
かい

林
りん

　巧
たくみ

 くん
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平
成
21
年
度
　
高
畠
町
春
季
消
防
演
習

　

今
年
の
高
畠
町
春
季
消
防
演
習
は
、

４
月
26
日
㈰
糠
野
目
地
区
・
沢
口
地

内
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
サ
イ
レ
ン
と
警
鐘
が
鳴

り
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違
わ
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

演
習
会
場
付
近
で
は
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
、
日
夜
活
動
を
続
け
て
い
る
高

畠
町
消
防
団
員
の
勇
姿
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

︽
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
︾

▼
時
間
／
８
時
開
始

▼
場
所
／
糠
野
目
小
学
校
周
辺

︽
式　

典
︾

▼
時
間
／
10
時
開
始

▼
場
所
／
糠
野
目
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
応
募
資
格
／
高
畠
町
に
在
住
す
る

　

中
学
３
年
生
・
高
校
生
で
、
外
国

　

の
文
化
や
生
活
に
興
味
が
あ
り
、

　

協
調
性
に
富
み
団
体
行
動
の
で
き

　

る
方
。
６
月
中
旬
か
ら
出
発
前
ま

　

で
、
７
回
程
度
の
事
前
研
修
に
参

　

加
で
き
る
方
。（
過
去
に
お
い
て

中
・
高
生
夏
休
み
海
外
派
遣

高
畠
町
人
材
養
成
事
業

参
加
者
募
集
！

　

こ
の
事
業
に
よ
る
派
遣
を
受
け
た

　

方
は
除
く
）

▼
募
集
人
員
／
12
人

▼
自
己
負
担
金
／
研
修
費
用
10
万
円

　
（
た
だ
し
、
渡
航
手
続
き
費
用
・

　

個
人
的
経
費
等
は
別
途
か
か
り
ま

　

す
）

▼
応
募
方
法
／
①
海
外
派
遣
員
申
請

　

書
②
学
校
長
・
保
護
者
の
承
諾
書

　

③
自
己
ア
ピ
ー
ル
表
を
添
え
て
提

　

出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
中
学
校
、
高
校
、
町

　

社
会
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間
／
４
月
21
日
㈫
～
５
月

　

15
日
㈮
必
着

▼
派
遣
員
の
選
考
／
書
類
審
査
と
面
接

▼
派
遣
員
の
決
定
／
６
月
上
旬
に
本

　

人
へ
通
知

▼
問
合
せ
先
／
高
畠
町
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
課
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

☎
�
５
７
０
２

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア（
シ
ン
グ
ル
ト
ン
お
よ
び
シ
ド
ニ
ー
）

７
月
30
日
㈭
〜
８
月
８
日
㈯  

10
日
間

　

豊
か
な
国
際
感
覚
と
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

次
代
を
担
う
感
性
豊
か
な
若
者
が
外
国
の
文
化
や
生
活
習
慣
を
肌
で
感
じ
、

外
国
に
対
す
る
知
識
や
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
授
業
参
加
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
現
地
自
然
散
策
な

ど
楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

派
遣
地

派
遣
期
間

ご
声
援
く
だ
さ
い
！

第
55
回
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

▼
期
日
／
４
月
29
日
㈷

▼
通
過
予
定
時
刻
／
○
馬
頭
南
十
字
路
９
時
35
分
　

　

○
亀
岡
中
継
所
（
亀
岡
文
殊
参
道
口
）
９
時
55
分

　

※
中
学
生
区
間
で
す
（
亀
岡
～
高
畠
区
間
）

　

○
高
畠
中
継
所
（
高
畠
町
文
化
ホ
ー
ル
前
）
10
時
４
分

高畠町内の中継所は２カ所です。

亀岡中継所（亀岡文殊参道口）
亀岡文殊堂

至高畠　　　米沢・高畠線　　　　　　至和田

▼

▼▼

▼

▼

高畠中継所
（高畠町文化ホール前）

▼

▼

▼

▼ ▼ ▼ ▼

▼

▼

▼

まほろ　ば通り

役場

〒

文化
ホール

Ｒ
３
９
９

●
大
町
第
一
公
民
館

Ｒ
１
１
３

デマンド交通予約センター
（旧森林組合）●

羽
山
公
園

中継所

中継所

高
畠
地
区

平成21年度 地区委員（区長さん）
大
町
一　
　

髙

瀬

丈

夫

大
町
二　
　

相

田

幸

一

大
町
三　
　

阿

部

保

春

横

町　
　

菅

原
　

功

桜
木
町　
　

渡

邊

常

広

幸
町
一　
　

鏡
　

義

光

幸
町
二　

○
直

江

博

美

幸
町
三　
　

山

口

昌

美

北

目　
　

中

川

清

住

荒
町
一　
　

石

田

正

一

荒
町
二　
　

星
　

昌

孝

旭

町　
　

小

幡

信

吾

御
入
水　
　

宍

戸

忠

好

青
葉
町　
　

金

子

源

治

安
久
津
一　

○
安

部
　

豊

安
久
津
二　
　

大
河
原　

功

緑

町　
　

大
河
原
豊
一

鳥
居
町　
　

渡

邉

昭

二

駄
子
町　
　

澤
井
久
左
エ
門

弥
生
町　

◎
伊

藤

和

彦

蛭

沢　
　

木

村

正

喜

入
蛭
沢　
　

木

村

徳

男

小
郡
山　
　

我

妻

良

久

高

安　
　

佐

藤

義

典

泉

岡　
　

中

川

雄

一

塩

森　
　

鈴

木

英

雄

飯

森　
　

伊

藤
　

淳

金
原
湯
在
家　
　

石

月

一

男

金
原
熊
の
前　
　

菅

野

政

彦

金
原
新
田　
　

原

田

洋

一

元
町
三　
　

石

田

元

一

元

町　
　

石

井

正

純

上
駄
子
町　
　

大

浦
　

博

弁
天
前　
　

結

城

清

志

下

宿　
　

島

津

和

彦

上

宿　

○
髙

梨

耕

一

田

沢　

◎
佐

藤

正

良

筋
　
　

佐

藤

啓

一

中
　
　

市

川

忠

利

入
　
　

髙

梨

祐

市

柏
木
目　
　

中
川
喜
世
嗣

三
条
目　
　

和

田

彰

造

相

森　

○
後

藤

隆

藏

川

沼　
　

髙

橋

保

雄

下
和
田
北　
　

渡

部
　

功

下
和
田
南　
　

沼

澤

一

博

馬
頭
東　
　

遠

藤
　

修

馬
頭
西　
　

猪

野

勝

雄

佐
沢
上　
　

佐

藤

榮

一

佐
沢
下　
　

山

田

昭

一

南
佐
沢　
　

青

野

隆

夫

立

石　
　

武

田

恵

吉

時

沢　
　

嶋

津
　

一

野
手
倉　
　

小

林

孝

治

日

向　
　

山

賀

雄

一

大
笹
生　
　

齋

藤
　

彰

細

越

冨

樫

裕

一

山

越　
　

菅

野

直

樹

根

岸　
　

原

田
　

昭

竹

上　
　

渡

部

哲

実

竹

中　
　

髙

橋
　

聡

竹

下　
　

髙

梨

芳

則

竹

向　
　

島

倉

邦

彦

深

上　
　

島

津
　

清

西

館　
　

嶋

津
　

功

中

組　

◎
八

巻

義

明

砂

押　
　

竹

田

孝

明

大

新　
　

外

山

清

士

中

才　
　

須

藤

健

一

東
本
町　
　

八

巻

正

邦

西
本
町　
　

新

野
　

茂

館
の
内　

○
遠

藤

正

美

粡

町　
　

金

子

好

彦

山

崎　
　

髙

橋

祐

仁

亀
岡
一　

○
髙

橋

裕

孝

亀
岡
二　
　

鈴

木

秀

典

亀
岡
三　
　

相

良

豊

雄

亀
岡
四　
　

髙
橋
与
治
衛
門

入
生
田
南　
　

鈴

木
　

誠

入
生
田
西　
　

井

上

清

一

入
生
田
北　
　

矢

島

金

作

露
藤
上　

◎
安

部

喜

一

露
藤
中　
　

川

崎

正

彦

露
藤
下　
　

平

間

吉

男

中
島
南　
　

鈴

木

正

俊

中
島
北　
　

愛

澤
　

守

船

橋　
　

黒

田

隆

一

文
殊
ヶ
丘　
　

嶋

津

房

雄

上
和
田
第
一　
　

青

木

昭

一

上
和
田
第
二　
　

高

橋

勝

男

上
和
田
第
三　
　

二

宮

政

博

両

組　

◎
青

野

良

則

川
北
上　

○
星　

富
知
雄

海
上
小
倉　
　

小

平

一

夫

中
和
田
東
部　
　

八

巻
　

功

中
和
田
西
部　
　

平
　

良

一

川
北
下　
　

鏡
　

智

雄

元
和
田
北　
　

渡

部

勝

利

元
和
田
西　
　

渡

部

雄

一

下
和
田
12　
　

内
山
勘
右
衛
門

三
軒
屋　
　

高

木
　

忠

上

町　
　

相

田

喜

春

仲

町　

○
後

藤

佑

吉

宮

町　
　

島

貫

秀

一

下

町　
　

大

掛

英

夫

共

栄　
　

佐

藤
　

敏

家

中　

◎
大

内

忠

雄

小
其
塚　
　

石

川

甲

一

蛇

口　
　

海

谷
　

博

上
平
柳　
　

渡

部
　

稔

沢

口　
　

我

妻

智

雄

駅

前　
　

原

田

富

夫

元
山
崎　
　

安

房

久

次

本

町　
　

中

川

昭

三

西

町　
　

鈴

木

吉

美

津
久
茂　
　

竹

田

勇

治

夏

刈　
　

渡

部

一

良

中

瀬　
　

竹

田

正

博

石

岡　
　

渡

邊

孝

一

上
山
崎　
　

安

房

建

治

若
葉
平　
　

安

部
　

実

（
敬
称
略
）

◎
地
区
区
長
会
長
の
方

○
地
区
副
区
長
会
長
の
方

二
井
宿
地
区

屋
代
地
区

亀
岡
地
区

和
田
地
区

糠
野
目
地
区

平成21年度から
重度心身障がい（児）者医療制度

が変わりました

　一定の障害をお持ちの65歳から74歳ま
での方について、４月から、これまで必要
とされていた後期高齢者医療制度への加入
要件がなくなり、未加入者であっても重度
心身障がい（児）者医療給付制度の適用を受
けることができるようになりました。
　詳しい内容については、お問い合わせく
ださい。
◆問合せ先／町国保介護課医療給付室

☎（52）１３２７

山形県医療給付制度についてのお知らせ

広告
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　平成19年度以前は、固定資産税の納税通知書および納付書は５月15日ごろに発送していましたが、

本年も納税額を早くお知らせすることにより、納税の利便性が向上できるよう、５月８日ごろ発送い

たしますので、ご理解、ご協力くださいますようお知らせいたします。

　また、納期の前であっても納税することができます。

第
１
期

納 期 ５月15日㈮～６月１日㈪ 第
３
期

納 期 ９月15日㈫～９月30日㈬

口座振替日 ６月１日㈪ 口座振替日 ９月30日㈬

第
２
期

納 期 ７月15日㈬～７月31日㈮ 第
４
期

納 期 11月16日㈪～ 11月30日㈪

口座振替日 ７月31日㈮ 口座振替日 11月30日㈪

平成21年度　固定資産税納期および口座振替日

固定資産税の納税通知書および納付書の発送日のお知らせ

問合せ先／町税務課課税管理室☎（52）２０７８

　縄文時代の遺跡から見つかった子どもの手形。大
昔も子どもの成長を願って作ったのでしょうか。
　赤ちゃんの「手形付き土製品」を作って、縄文時
代から変わることのない、子どもを思う気持ちを記
念に残してみませんか。

▼期間／５月１日㈮～５日㈫

▼時間／９時～16時（受付は15時30分まで）

▼対象年齢／０歳～２歳　 ▼費用／ 300円

▼持ち物／手を拭くハンカチなど

▼その他／事前に予約が必要です。予約のない場合
　はお待ちいただくことになります。

　柔らかい石を使ってまが玉を、竹を使って弓矢を
作ります。古代人のもの作りを体験してみませんか。

▼日時／５月23日㈯　９時～ 15時
　　　　（作業は１時間程度）

▼対象／小学４年生以上（４年生未満は保護者同伴）

▼料金／勾玉・弓矢　各200円

▼服装・持ち物／汚れてもいい服装、エプロン、
　軍手、タオル等

赤ちゃん手形をつくろう 勾玉・弓矢をつくろう

★会場・問合せ先★
　山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館

　☎（52）２５８５

浜田広介記念館「春の童話まつり」 ◎問合せ先／
　浜田広介記念館☎（52）３８３８

５月３日㈰～５日㈫、広介ホールを中心にたくさんのイベントが繰り広げられます。

詳しいチラシを隣組回覧しますので、ご覧いただき、ぜひおいでください。

業務内容 雇用期間 雇用人数 時　給 勤務時間 勤務地 採用資格等 休業日

学校事務補助

５月11日
～９月30日

２人

730円

８時30分
～17時15分

時 沢 小 学 校
上 和 田 分 校

ワード、エクセルが
できる方

土・日曜日
国民の休日

学 校 図 書 館
事 務 補 助 ２人 ９時～16時 町 内

小 中 学 校 司書資格者優先

一般事務補助 ３人
８時30分

～17時15分
企　 画　 課
住 民 生 活 課

ワード、エクセルが
できる方

９時～16時 上 下 水 道 課

一般事務補助
埋蔵文化財
洗浄業務等

２人

８時30分
～17時15分

社 会 教 育 課
文 化 室

町内農用地の
耕 作 放 棄
地 調 査 事 務

５月11日
～10月30日 １人

1,000円
農 林 課

（農業委員会
　事務局内）

①普通自動車免許
②測量作業経験者
　優先
③ワード、エクセルが
　できる方

６月１日
～11月29日 １人

臨時職員を募集します！
　企業の雇用調整により現在失業されている高畠町内の方を対象に、高畠町緊急雇用創出事業
として下記の内容で臨時職員を募集します。

◇雇用対象者／企業等の雇用調整や派遣契約の解除などの理由による失業者で、町内在住の方を雇用対象
　　　　　　　とします。（自己都合による離職の場合は雇用対象外です）

◇応募方法／①ハローワーク米沢からの紹介者を優先します。②採用申込書（ハローワーク米沢および町
　　　　　　総務課に準備しています。市販の履歴書は不可）を総務課に提出してください。

◇募集締切日／４月30日㈭　※土・日、祝日は除きます。受付時間は８時30分から17時までです。

◇問合せ先／町総務課総務室　☎（52）４４７５

◇雇用期間および業務内容

生涯学習推進員を募集します
職　　　種 採用人数 受験資格 業務内容 採用期間

生 涯 学 習 推 進 員 １人
お お む ね20歳から
55歳までで、町内
に在住の方

生涯学習館に勤務し、
社会教育を中心に生涯
学習・地域づくりの業
務に従事します。

平成21年６月１日
～平成22年３月31日

◇受付期間／４月21日㈫～５月８日㈮　　◇試験内容／面接試験（試験日は追って通知します）
◇受験手続／受験申込書に必要事項を記入し、写真を貼付のうえ町社会教育課まで提出してください。
　申込書は、社会教育課、生涯学習館で交付します。また、高畠町ホームページからも取り出せます。
◇申込み・問合せ先／高畠町教育委員会社会教育課　☎（52）４４８７　FAX  （52）５０４３
　E-mail：syakyo@town.takahata.yamagata.jp

広告 広告

(　　　　　　)
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〒992-0324
山形県東置賜郡高畠町大字入生田746-1
TEL0238-57-4119　FAX0238-57-4513

有限会社　東　邦

プ レ ハ ブ 販 売 ・ リ ー ス ・ 工 事 一 式

広告 広告

お
知
ら
せ

　

置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
置

賜
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
平
成
21

年
度
に
企
画
運
営
す
る
文
化
イ
ベ
ン

ト
等
の
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

▼
事
業
種
類
／
歴
史
的
建
物
や
遊
休

　

施
設
を
活
用
し
た
文
化
事
業
、
市

　

町
の
枠
を
越
え
た
複
数
団
体
に
よ

　

る
文
化
事
業
、
大
河
ド
ラ
マ
「
天

　

地
人
」
関
連
文
化
事
業

▼
支
援
内
容
／
共
催
負
担
金
（
最
大

　

40
万
円
）
を
負
担
し
ま
す
。

▼
締
切
／
５
月
１
日
㈮

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
置
賜
総
合

　

支
庁
地
域
支
援
課
☎
�
６
０
１
８

お
そ
霜
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

お
そ
霜
の
出
や
す
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
霜
害
を
受
け
る
と
一
年
の

作
柄
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
徹
底

し
た
事
前
対
策
を
行
な
い
、
農
作
物

を
霜
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

《
霜
が
降
り
や
す
い
条
件
》

　

○
夜
間
、
空
が
晴
れ
て
い
て
風
が

　

弱
い
と
き
○
空
気
が
乾
燥
し
て
い

　

る
と
き
○
日
中
肌
寒
く
、
夕
方
以

　

降
に
な
っ
て
風
が
止
ん
だ
と
き

《
具
体
的
な
対
策
》

　

◎
水
稲
・
野
菜

　

○
ハ
ウ
ス
で
は
保
温
資
材
や
ス
ト
ー

　

ブ
等
で
、
ト
ン
ネ
ル
栽
培
で
は
保
温

　

資
材
を
利
用
し
て
保
温
に
努
め
る

　

（
野
菜
の
場
合
、
気
温
が
５
℃
以

　

下
の
時
注
意
す
る
）

　

◎
果
樹

　

○
燃
焼
資
材
、
器
具
等
を
確
保
し
、

　

す
ぐ
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
準
備

　

し
て
お
く
○
燃
焼
資
材
の
点
火
時

　

期
は
、
気
温
が
１
℃
に
な
っ
た
と

　

き
を
目
安
に
す
る
○
温
度
は
日
の

　

出
直
前
（
４
時
～
５
時
）
に
最
も

　

低
く
な
る
の
で
、
燃
料
切
れ
に
な

　

ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
○
無
降

　

雨
が
続
き
土
壌
が
乾
燥
し
て
き
た

　

ら
、
午
前
中
の
暖
か
い
時
間
帯
に

▼
募
集
内
容
／
ひ
ろ
す
け
童
話
「
む

　

く
鳥
の
ゆ
め
」
を
題
材
と
し
た
造

　

形
作
品

▼
募
集
部
門
／
一
般
の
部
・
中
学
生

　

以
下
の
部

▼
応
募
方
法
／
作
品
は
原
則
と
し
て

　

記
念
館
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切
／
８
月
31
日
㈪
必
着

▼
発
表
／
９
月
下
旬（
入
賞
者
に
通
知
）

▼
応
募
・
問
合
せ
先
／
浜
田
広
介
記

　

念
館
「
む
く
鳥
の
ゆ
め
造
形
創
作

　

コ
ン
ク
ー
ル
」
係
☎
�
３
８
３
８

む
く
鳥
の
ゆ
め
造
形
創
作

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

山
形
県
か
ら
自
動
車
二
税
の

減
免
制
度
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の

自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
減
免

（
家
族
運
転
・
介
護
者
運
転
）
手
続

き
に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
手
続

き
の
簡
素
化
を
図
る
た
め
「
身
体
障

が
い
者
等
の
た
め
に
運
転
す
る
旨
の

証
明
書
」
の
申
請
書
へ
の
添
付
を
廃

止
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
先
／
町
健
康
福
祉
課
福
祉

　

推
進
室　
　
　
　

☎
�
４
４
７
３

募
　
　
集

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
山
形
県
支
部

通
常
総
会
と
社
会
適
応
訓
練
研
修
会

　

潅
水
し
、
園
地
の
湿
度
を
保
つ
。

▼
日
時
／
５
月
23
日
㈯
９
時
30
分
～

▼
場
所
／
山
形
市
総
合
福
祉
セ
ン　

▼
期
日
／
５
月
26
日
㈫
・
27
日
㈬

▼
場
所
／
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
／
１
０
０
人

▼
受
講
料
／
６
、０
０
０
円（
郵
便
振

　

替
に
て
事
前
納
入
必
要
）

▼
申
込
締
切
／
５
月
15
日
㈮

▼
申
込
書
・
問
合
せ
先
／
町
消
防
本

　

部
予
防
グ
ル
ー
プ
☎
�
１
５
０
５

甲
種
防
火
管
理
者
講
習
会

　

文
化
、
教
育
、
経
済
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
幅
広
い
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
高
畠

町
国
際
交
流
協
会
の
平
成
21
年
度
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
の

ご
加
入
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
年
会
費
（
一
口
）
／
個
人
会
員　

　

２
千
円
、
法
人
会
員
５
千
円

▼
問
合
せ
先
／
高
畠
町
国
際
交
流
協

　

会（
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
内
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
５
７
０
２

高
畠
町
国
際
交
流
協
会
会
員
募
集

地
域
文
化
活
動
を
応
援
し
ま
す

５
月
は
不
法
投
棄
パ
ト

ロ
ー
ル
強
化
月
間
で
す

　

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
法
律

で
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

◎
不
法
投
棄
１
１
０
番
（
置
賜
総

堤
防
除
草
で
発
生
し
た

刈
草
を
提
供
し
ま
す

　

山
形
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
資

源
の
有
効
活
用
と
処
分
費
用
縮
減
の

一
環
と
し
て
、
河
川
堤
防
除
草
に
伴

い
発
生
し
た
刈
草
を
必
要
な
方
に
提

供
し
て
お
り
ま
す
。
必
要
な
方
は
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間
／
５
月
中
旬
～
10
月
中

　

旬
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
南
陽
出
張

　

所　
　
　
　
　
　

☎
�
２
０
１
１

「
見
直
そ
う
森
の
恵
み
と
火
の
始
末
」

５
月
31
日
ま
で
山
火
事
予
防
運
動

　

春
の
山
は
乾
燥
し
て
火
災
が
発
生

し
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
山
火
事
を
発

生
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
タ
バ
コ
の
吸
殻
の
投
げ
捨
て
は

　

禁
止
で
す
。
タ
バ
コ
を
吸
う
人
は

　

自
分
の
責
任
で
必
ず
処
理
し
ま　

　

し
ょ
う
。
②
風
の
強
い
と
き
や
乾

   

燥
し
て
い
る
と
き
は
、
た
き
火
な

   

ど
の
火
の
取
扱
い
を
や
め
ま
し
ょ

   

う
。
③
た
き
火
や
野
焼
き
を
し
た

   

場
所
を
離
れ
る
と
き
は
、
完
全
に

   

火
が
消
え
て
い
る
こ
と
を
必
ず
確

   

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

山
火
事
発
生
原
因
の
大
部
分
が
、

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や
火
の
不
始
末

で
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
特
に
注
意

し
、
山
火
事
を
予
防
し
て
自
然
の
美

し
い
山
々
を
大
切
に
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

期　日 時　間 会　　場

５月 11 日㈪
10：00～11：00 二井宿地区公民館
13：30～15：00 屋 代 地 区 公 民 館

５月 12 日㈫ 13：30～15：00 町 営 駐 車 場
５月 13 日㈬ ９：30～11：00 糠野目生涯学習館前

５月 14 日㈭
10：00～11：30 和 田 地 区 公 民 館
13：30～14：30 亀 岡 地 区 公 民 館

５月 31 日㈰ ９：30～10：30 町 中 央 公 民 館

狂犬病予防注射日程

山
交
バ
ス
の
路
線
お
よ
び

運
行
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
よ
り
、
高
畠
町
内
お
よ

び
米
沢
地
内
の
一
部
で
停
留
所
が
変

更
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
畠
弥

生
町
の
始
発
便
が
７
時
20
分
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
山
交
バ
ス
㈱
米
沢
営

　

業
所　
　
　
　
　

☎
�
３
３
９
２

　

タ
ー

▼
内
容
／
総
会
、
県
立
中
央
病
院
医
師

　

に
よ
る
講
演
、
グ
ル
ー
プ
討
論
会

▼
申
込
締
切
／
５
月
９
日
㈯

▼
問
合
せ
先
／
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

　

会
山
形
県
支
部
高
畠
世
話
役
高
橋

　

☎
０
５
０（
１
３
９
５
）５
６
０
７

　

合
支
庁
環
境
課
内
☎
�
６
０
３
４

　

◎
高
畠
町
不
法
投
棄
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
１
５
９
６

※
不
法
投
棄
１
１
０
番
電
話
は
常
時

開
設
し
て
お
り
ま
す
。

《
民
間
国
際
交
流
団
体
活
動
推
進
支

援
助
成
事
業
募
集
》

　

県
内
の
民
間
団
体
が
行
な
う
先
導

的
な
国
際
交
流
・
協
力
事
業
に
つ
い

て
、
助
成
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
助
成
額
／
上
限
１
団
体
あ
た
り
20

　

万
円
（
最
高
８
団
体
）

▼
申
込
締
切
／
６
月
15
日
㈪

《
賛
助
会
員
募
集
》

▼
会
費
（
一
口
）
／
個
人
会
員
３
千

　

円
、
団
体
・
法
人
１
万
円

山
形
県
国
際
交
流
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

《
稲
作
入
門
講
座
》

▼
開
催
回
数
／
６
回
（
５
月
25
日
か

　

ら
18
時
30
分
～
21
時
）

▼
会
場
／
三
川
町
公
民
館

▼
申
込
締
切
／
５
月
18
日
㈪

《
果
樹
入
門
講
座
》

▼
開
催
回
数
／
９
回
（
５
月
19
日
か

　

ら
18
時
30
分
～
21
時
）

▼
会
場
／
天
童
市
市
民
文
化
会
館

▼
申
込
締
切
／
５
月
12
日
㈫

▼
問
合
せ
先
／
県
立
農
業
大
学
校
研

　

修
部　

☎
０
２
３
３
�
８
７
９
４

働
き
な
が
ら
学
ぶ
農
業
入
門
講
座

講
　
　
座

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
㈶
山
形
県

　

国
際
交
流
協
会

　
　

☎
０
２
３（
６
４
７
）２
５
６
０ 米沢地内 高畠地内

山交バスの路線および運行時間の変更

４月１日より、高畠町内及び米沢地内の一部で停留所が変更となりました。

また、高畠弥生町の始発便が７：２０となっております。

詳しくは、山交バス㈱米沢営業所　TEL 22-3392 へお問い合わせ願います。

米沢（馬頭）高畠

現在の経路
新経路

新設停留所

現在の停留所位置
廃止停留所

上郷倉庫
前

ＪＡ米沢東支店前

西谷地

細原

弥生町

交流プラザ前高畠大町

片町

平成２１年５月号　広報掲

　　　現在の経路　　　　新経路　　　現在の停留所　　　廃止停留所　　　新設停留所　

山交バスの路線および運行時間の変更

４月１日より、高畠町内及び米沢地内の一部で停留所が変更となりました。

また、高畠弥生町の始発便が７：２０となっております。

詳しくは、山交バス㈱米沢営業所　TEL 22-3392 へお問い合わせ願います。

米沢（馬頭）高畠

現在の経路
新経路

新設停留所

現在の停留所位置
廃止停留所

上郷倉庫
前

ＪＡ米沢東支店前

西谷地

細原

弥生町

交流プラザ前高畠大町

片町

平成２１年５月号　広報掲

西谷地

細原

ＪＡ米沢東支店前

上郷倉庫前

交流プラザ前

弥 生 町

片　町

高畠大町 交流プラザ前

細原

JA米沢東支店前

身近なことからエコライフ

５
月
は
納
税
強
化
月
間
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やきとり大吉　高畠店

入会金・年会費無料

ドリンク、フードの会員割引
（50円～ 450円引き）

イケメンデー、美人の日などの
会員サービス

大吉イベント、キャンペーンの
特別優待

大吉グッズの優先ゲット　etc... 空メールを
送信してください

2445d@ikichi.jp

会員登録は…大吉高畠店メルマガ会員の特典

☎52-5551

※詳しくは店内『大吉なお知らせ』で

しほ 薬 局
営業時間AM9:00 ～ PM7:00

高畠町泉岡426-1
（文化ホールまほら向い）

☎５２－４０８１
FAX５２－４８８８

●処方せん調剤
●一般用医薬品
●漢方薬
●動物用医薬品

 
 
 
 
 
 

  
  
 

 

 

催
　
　
し

米
沢
法
人
会
講
演
会
・
ク

リ
ー
ン
＆
グ
リ
ー
ン
作
戦

〈
通
常
総
会
記
念
講
演
会
〉

▼
日
時
／
５
月
13
日
㈬
15
時
30
分
～

▼
会
場
／
グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ
米
沢

▼
内
容
／
「
は
と
バ
ス
再
建
か
ら
得

　

た
教
訓
～
私
の
実
践
的
企
業
経
営

　

論
」
講
師
㈱
は
と
バ
ス（
元
）社
長

　

宮
端
清
次
氏　

▼
申
込
締
切
／
４
月
30
日
㈭

〈
ク
リ
ー
ン
＆
グ
リ
ー
ン
作
戦
〉

 

参
加
者
に
花
の
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
た
し
ま
す
。

▼
日
時
／
５
月
24
日
㈰
６
時
～
８
時

▼
場
所
／
歴
史
公
園
周
辺（
安
久
津
）

▼
日
時
／
５
月
21
日
㈭
13
時
30
分
～

　

15
時
30
分

▼
場
所
／
山
形
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　

米
沢
支
部
（
米
沢
市
中
央
）

▼
内
容
／
刑
事
裁
判
傍
聴
、
裁
判
手

　

続
説
明
、
庁
舎
内
見
学
等

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山
形
地
方

　

裁
判
所
米
沢
支
部
庶
務
課　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
２
１
６
５

憲
法
週
間
裁
判
所
見
学
会

相
　
　
談

▼
種
類
／
①
肢
体
②
聴
覚
、
言
語
、

　

平
衡
③
骨
格
構
造
義
肢
等

身
体
障
が
い
者
来
所
相
談

第 24 回山形県シャクナゲ展示会

▼日時／５月16日㈯・17 日㈰９時～ 17
   時（17日は16時まで）

▼場所／町総合交流プラザ

※両日とも先着100名様に緑のプレゼント

▼問合せ先／板垣☎�2241

不用になった「鯉のぼり」はあり
ませんか
　いただいた「鯉のぼり」は、米沢の松
川でもう一度泳がせます。

▼問合せ先／NPＯ法人フューチャーク
　ラブ（金子建設内）金子良弘☎�2195

町ソフトテニス愛好会員募集

▼活動日／毎週金・土曜日

▼場所／体育センター、町テニスコート

▼問合せ先／土屋☎�2359

新
緑
の
古
道
歩
き

第
11
回
二
井
宿
峠
古
道
ハ
イ
ク

　

「
吉
田
松
陰
と
御
城
米
の
道
を
歩
く
」

▼
日
時
／
５
月
９
日
㈯
９
時
15
分
～

　

15
時
（
受
付
８
時
30
分
～
）

▼
集
合
場
所
／
二
井
宿
地
区
公
民
館

▼
参
加
費
／
大
人
２
、
０
０
０
円
、

　

小
中
学
生
１
、
０
０
０
円
（
昼
食

　

代
、
保
険
料
含
む
）

▼
服
装
等
／
山
歩
き
で
き
る
服
装
で

　

帽
子
、
雨
具
等
を
持
参
く
だ
さ
い

▼
行
程
／
往
路
～
明
治
初
期
ま
で
の

▼
集
合
場
所
／
道
の
駅
た
か
は
た

▼
持
ち
物
／
軍
手
、
清
掃
・
草
む
し

　

り
用
具

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
㈳
米
沢
法

　

人
会　
　
　
　
　

☎
�
５
４
０
１

　

歴
史
的
古
道
、
復
路
～
三
島
通
庸

　

に
よ
っ
て
開
か
れ
た
旧
二
井
宿
峠

　

※
昼
食
会
に
１
０
０
％
蕎
麦
、
山

　

菜
汁
、
山
菜
料
理
を
準
備
し
て
お

　

り
ま
す
。

▼
申
込
締
切
／
５
月
１
日
㈮

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
○
二
井
宿

道の駅たかはた　

　みんなで遊べる楽しいおもちゃがあるよ !

▼期間／５月１日～ 31日９時～ 17時
　（最終日は15時まで）

▼問合せ先／道の駅たかはた☎�5433

５月の展示「おもちゃまつり」

童謡など日本の歌をうたいませんか

▼日時／ 4月25日㈯・5月16日㈯14時～

▼場所／お問い合わせください

▼会費／１回200円（資料代）

▼問合せ先／楽しく歌う会（八巻）　
　☎�3263

自由木工房・和工房「ひだまり二人展」

▼日時／５月２日㈯～４日㈪10時～16時

▼場所／町総合交流プラザ蔵式ギャラリー

▼問合せ先／町総合交流プラザ
　☎�5702、五十嵐☎�4660

　

が
ん
に
関
す
る
治
療
や
検
査
、
療

養
上
の
悩
み
、
医
療
費
な
ど
に
つ
い

て
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
不
安
や

心
配
ご
と
に
専
任
相
談
員
の
看
護
師

が
対
応
い
た
し
ま
す
。

▼
受
付
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時　

　

（
土
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

山
形
大
学
医
学
部
付
属
病
院

　

「
が
ん
患
者
相
談
室
」の
ご
案
内

講 

演 

会

▼
日
時
／
４
月
26
日
㈰
10
時
～
12
時　

　

（
受
付
９
時
30
分
～
）

第
６
回
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会

《
和
田
地
区
山
野
草
展
》

▼
日
時
／
４
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰
９

　

時
～
17
時
（
26
日
は
16
時
ま
で
）

《
我
が
家
の
料
理
展
》

　

我
が
家
の
自
慢
料
理
や
創
作
料
理

な
ど
た
く
さ
ん
並
び
ま
す
。

▼
日
時
／
４
月
26
日
㈰
10
時
～
14
時

▼
場
所
・
問
合
せ
先
／
和
田
地
区
公

　

民
館　
　
　
　
　

☎
�
３
０
０
６

和
田
地
区
山
野
草
展

　

近
年
発
掘
調
査
さ
れ
た
置
賜
地
域

の
中
近
世
期
の
遺
跡
に
ス
ポ
ッ
ト
を

発
掘
お
き
た
ま
最
前
線
の
考
古
展
２

～
よ
み
が
え
る
中
世
・
近
世
の
置
賜
像
～

▼
日
時
／
５
月
９
日
㈯
13
時
～

▼
場
所
／
げ
ん
き
館

▼
内
容
／
講
演
会
：
講
師
山
形
大
学

　

医
学
部
第
３
内
科
医
師　

伊
関
千

　

書
氏
、
講
習
会
：
講
師
公
立
高
畠

　

病
院
理
学
療
法
科
長　

縮
純
一
氏

　

療
法
相
談
会

▼
参
加
料
／
１
、
０
０
０
円

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山
形
県　

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会　

島
津

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
２
３
３
２

第
１
回
こ
れ
が
医
療
最
前
線
だ

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
教
室

月　日
施　設　名

４月 29 日㈬
昭和の日 ５月２日㈯ ５月３日㈰

憲法記念日
５月４日㈪
みどりの日

５月５日㈫
こどもの日

５月６日㈬
振替休日

町 立 図 書 館 ○ ○ ○ ○ ○ ○

町 営 体 育 館 ○ ○ ○ ○ ○ ○

町 武 道 館 ○ ○ ○ ○ ○ ○

町 野 球 場 ○ ○ ○ ○ ○ ○

町多目的グランド ○ ○ ○ ○ ○ ○

町テニスコート ○ ○ ○ ○ ○ ○

町 陸 上 競 技 場 ○ ○ ○ ○ ○ ○

体 育 セ ン タ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○

コミュニティー
プ ー ル ○ × × × × ×

浜田広介記念館 ○ ○ ○ ○ ○ ○

県立考古資料館 × ○ ○ ○ ○ ×

町 郷 土 資 料 館 × ○ ○ ○ ○ ×

高畠町各施設ゴールデンウイーク中の開館状況▼
期
日
／
①
４
月
23
日
、
30
日
、
５

　

月
７
日
、
21
日
、
28
日
②
４
月
24

　

日
、
５
月
１
日
、
22
日
③
４
月
23

　

日
、
５
月
28
日

▼
受
付
時
間
／
①
②
９
時
～
10
時
③

　

13
時
～
15
時

▼
持
ち
物
／
身
体
障
害
者
手
帳
（
無

　

い
場
合
は
住
所
、
生
年
月
日
の
確

　

認
で
き
る
も
の
）

▼
場
所
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
身
体

　

障
が
い
者
更
生
相
談
所

　

☎
０
２
３
（
６
２
７
）
１
１
９
７

当
て
、
出
土
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間
／
９
月
24
日
㈭

▼
場
所
・
問
合
せ
先
／
県
立
う
き
た

　

む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
２
５
８
５

▼
会
場
／
グ
リ
ー
ン
農
園「
な
ら
ざ
か
」

▼
参
加
費
／
組
合
員
千
円
、
組
合
員
外

　

４
千
円
、
小
学
生
以
下
無
料

▼
問
合
せ
先
／

　

県
南
漁
業
協
同
組
合
☎
�
７
８
８
４

　

高
畠
支
部
市
川　
　

☎
�
３
２
６
５

　

置
賜
日
本
語
教
室
の
先
生
を
招
き
、

文
法
と
歴
史
の
在
住
外
国
人
向
け
の

中
級
日
本
語
講
座
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
コ
ー
ス
名
／
①
歴
史
②
文
法

▼
日
程
／
各
コ
ー
ス
と
も
５
月
～
11

　

月
ま
で
各
月
１
回

▼
場
所
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

▼
受
講
料
／

　

①
②
と
も
２
、
８
０
０
円
、

　

２
コ
ー
ス
の
場
合
５
、
０
０
０
円

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
高
畠
町
国

　

際
交
流
協
会
（
町
総
合
交
流
プ
ラ

　

ザ
内
）　
　
　
　

☎
�
５
７
０
２

国
際
交
流
協
会
日
本
語
講
座

　

折
角
苦
労
し
て
生
み
出
さ
れ
た
技

術
で
も
簡
単
に
真
似
を
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
防

ぐ
に
は
、
特
許
権
・
実
用
新
案
権
・

意
匠
権
・
商
標
権
な
ど
の
産
業
財
産

権
の
活
用
が
有
効
な
手
段
と
な
り
ま

す
。
発
明
相
談
会
で
は
ア
イ
デ
ア
段

階
か
ら
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
相
談
日
時
／
毎
月
第
三
金
曜
日（
11

　

月
は
第
四
金
曜
日
）10
時
～
14
時

▼
場
所
／
米
沢
商
工
会
議
所
地
域
産

　

業
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先
／
㈳
発
明
協
会
山
形
県
支

　

部　

☎
０
２
３（
６
４
４
）３
３
１
６

　

http://w
w

w
9.ocn.ne.jp/~jiiiya

　

m
a/ 無

料
発
明
相
談
会

（
産
業
財
産
権
相
談
会
）

▼
相
談
場
所
／
が
ん
患
者
相
談
室

▼
相
談
方
法
／
対
面
・
電
話
相
談

　
　

☎
０
２
３（
６
２
８
）５
１
５
９

　

地
区
公
民
館　
　

☎
�
１
０
０
１

　

○
古
道
ハ
イ
ク
事
務
局
島
津

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
１
２
３
７

広告 広告

ご法要の
　引き出物・引き菓子は
　　　　　当店でどうぞ！！

ご法要の
　引き出物・引き菓子は
　　　　　当店でどうぞ！！

ご法要の
　引き出物・引き菓子は
　　　　　当店でどうぞ！！
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お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う

この広報紙は古紙配合率 100％の再生紙を使用し、大豆油インキで印刷しています。

発
行
／
山
形
県
高
畠
町　
　

編
集
／
高
畠
町
企
画
課　
　

発
行
部
数
／
７
、
７
０
０
部　
　

印
刷
／
㈲
高
畠
印
刷

悩まず、迷わず、まず相談!!５月の相談
相　談　名 内　　容 相 談 日 ・ 曜 日 時　　間 場　　　所 問 合 せ 先

一 般 心配ごと・困りごと 毎週水曜日
13日、20日、27日 ９：00～15：00

老人福祉センター
老 人 福 祉 セ ン タ ー
（町社会福祉協議会）

☎（51）1008

人 権 男 女 差 別・いじめ・
プライバシー侵害等

第３水曜日
20日 ９：00～12：00

行 政 公共機関に対する
苦 情 ・ 要 望

第２・３水曜日
13日、20日 13：00～15：00

法 律
︵ 予 約 制 ） 各 種 法 律 相 談 第４水曜日

27日 13：30～15：30

教 育
︵ 予 約 制 ）

子育て・学校生活
上 の 心 配 ご と 等 随時 教育委員会教育総務課

☎（52）4474

農 地 農 地 関 係 の
困 り ご と 等 ７日㈭  9：00～12：00 役 場 農 業 委 員 会 農 業 委 員 会 事 務 局

☎（52）4479

物 忘 れ 認 知 症 高 齢 者 の
介護に関する相談

随時（専門の医師によ
る相談は後日調整） ８：30～17：00 地域包括支援センター

（ げ ん き 館 内 ）
地域包括支援センター

☎（52）4495
食事・運動相談
（予約制）

食 事 や 運 動 な ど
健康に関する相談

第３木曜日
21日 9：00～12：00 げ ん き 館 健康福祉課健康推進室

☎（52）5045
障 が い 者（児）
支 援 相 談

身体・知的・精神障
が い に 関 す る 相 談

第２火曜日
12日

10：00～15：00
（受付14：00まで） 総合交流プラザ2階 健康福祉課福祉推進室

☎（52）4473
女 性 健 康

︵予約制）
妊 娠・不 妊・
婦 人 科 疾 患 等

毎週火曜日
12日、19日、26日 13：00～14：00 置賜保健所相談室 置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3205

思春期・青年
期 こ こ ろ の
相談（予約制）

思春期・青年期に見ら
れる社会的ひきこも
りや不登校・摂食障害

第４水曜日
27日 15:00～

置 賜 保 健 所
置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3015
こころの健康

︵予約制） うつ等、心に関する健康 第２木曜日
14日 14:30～

５
月
の

水
道
修
理
指
定
店

▼
㈱
ナ
ガ
サ
ワ　
　

☎
�
５
３
４
１

▼
荒
井
金
物
企
業
組
合☎

�
３
１
７
０

▼
㈲
安
部
住
宅
設
備
☎
�
２
０
６
７

２６日
４月の太陽館ふろの日は…

オレンジ風呂

効能は…コロコロ浮かぶオレンジは
　目にも楽しく、自然の爽やかな香
　り。緊張感や不安などのストレス
　に効果を発揮します。環境の変化
　などで敏感になっている４月にピ
　ッタリのお風呂です。

オレンジカラーと温泉で心と体の健康アップ！

▼
長
澤
四
郎
兵
衛
さ
ん（
中
）

　

ね
ほ
だ
れ
大
会
の
運
営
費
と
し
て

１
０
、０
０
０
円

▼
亀
森
俊
一
さ
ん（
本
町
）

　

福
祉
の
た
め
に

一
円
玉
募
金　
　
　

１
、１
４
６
円

▼
髙
橋
云
由
さ
ん（
入
生
田
北
）

　

第
三
中
学
校
へ　
　

水
墨
画
３
点

▼
糠
野
目
あ
か
ね
会

　

福
祉
の
た
め
に

タ
オ
ル
34
枚
、
雑
巾
52
枚

▼
高
畠
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
婦
人
の
会

　

太
陽
館
へ　
　
　
　

座
布
団
14
枚

　

ま
ほ
ろ
ば
荘
へ　
　

清
拭
布
50
枚

▼
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
会

　

糠
野
目
小
学
校
へ　
　

図
書
２
冊

▼
長
沢
建
築
代
表
長
沢
多
一
さ
ん

　

ね
ほ
だ
れ
大
会
の
運
営
費
と
し
て

　

５
、０
０
０
円

▼
匿
名

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ

　

バ
ザ
ー
へ　
　
　
　
　

衣
類
８
点

▼
匿
名

　

福
祉
の
た
め
に　
　

１
、８
８
０
円

▼
匿
名

　

ゆ
い
三
友
へ　
　
　

２
、４
５
０
円

▼
高
畠
町
商
工
会
女
性
部

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

図
書
券
１
万
円
分

５月５日と６日は
端午の節句の縁起物！

しょうぶ湯
です。

︻
た
か
は
た
こ
ど
も
園
へ
︼

▼
交
通
安
全
協
会
高
畠
支
部

か
ら
く
り
時
計
１
台
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